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要
旨『

心
の
花
』
の
歌
人
、
片
山
廣
子
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
翻
訳
家
の
松
村

み
ね
子
の
名
で
知
ら
れ
る
。
森
鷗
外
、
上
田
敏
、
菊
池
寛
ら
か
ら
そ
の
実
力
を

高
く
評
価
さ
れ
た
。
廣
子
は
、
一
時
期
は
翻
訳
も
短
歌
を
詠
む
こ
と
も
止
め
る
。

翻
訳
本
以
外
に
は
、『
翡
翠
』『
野
に
住
み
て
』
の
時
を
隔
て
た
二
冊
の
歌
集
と

随
筆
集
『
燈
火
節
』
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

廣
子
は
、
芥
川
龍
之
介
、
室
生
犀
星
、
堀
辰
雄
、
市
川
左
団
次
ら
と
、
豊
か

な
交
流
を
持
つ
。
芥
川
の
最
後
の
恋
人
「
越
び
と
」
と
し
て
見
ら
れ
が
ち
な
廣

子
で
あ
る
が
、
自
己
の
内
面
を
凝
視
し
た
、
古
び
な
い
感
性
を
持
つ
短
歌
は
、

十
分
に
理
解
と
評
価
を
さ
れ
て
は
い
な
い
。

二
〇
一
四
年
三
月
、
東
洋
英
和
女
学
院
史
料
室
所
蔵
の
「
片
山
廣
子
氏
寄
贈

本
」
百
十
四
冊
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
の
蔵
書
か
ら
は
、
短
歌

の
特
質
を
形
作
っ
た
思
想
や
人
柄
と
、
片
山
廣
子
の
短
歌
の
世
界
が
見
え
て
く

る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

片
山
廣
子　

短
歌　

東
洋
英
和
女
学
院　

寄
贈
本　

翻
訳
家　

芥
川
龍
之
介
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一　

は
じ
め
に　

─　
片
山
廣
子
と
東
洋
英
和
女
学
院

「
心
の
花
」
の
歌
人
、
片
山
廣
子
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
翻
訳
家
の
松
村

み
ね
子
の
名
で
知
ら
れ
る
。
森
鷗
外
、
上
田
敏
、
菊
池
寛
ら
か
ら
そ
の
実
力
を

高
く
評
価
さ
れ
た
。「
赤
毛
の
ア
ン
」
を
翻
訳
し
た
村
岡
花
子
は
東
洋
英
和
女

学
院
の
後
輩
で
あ
る
。
花
子
は
同
じ
寄
宿
舎
の
柳
原
燁
子
（
白
蓮
）
と
共
に
、

歌
人
佐
佐
木
信
綱
に
師
事
す
る
。
信
綱
の
紹
介
で
片
山
廣
子
と
出
会
い
、
本
格

的
に
翻
訳
を
始
め
る
。
一
方
、
廣
子
は
、
一
時
期
は
翻
訳
も
短
歌
を
詠
む
こ
と

も
止
め
、
翻
訳
本
以
外
に
は
、『
翡
翠
』『
野
に
住
み
て
』
の
時
を
隔
て
た
二
冊

の
歌
集
と
随
筆
集
『
燈
火
節
』
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。

片
山
廣
子
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
二
月
十
日
、
東
京
麻
布
三
河
台
に

誕
生
。
外
交
官
の
父
吉
田
二
郎
は
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
と
な
る
。
母
か
ん
は
吉
田

家
長
女
。
両
親
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
と
海
外
勤
務
で
留
守
に
な
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
十
歳
の
時
、
東
洋
英
和
女
学
校
予
科
二
年
に
編
入
。
妹
つ
ぎ
と

寮
生
活
を
送
る
。
十
七
歳
で
卒
業
後
、
竹
柏
会
に
入
門
。
創
設
期
の
歌
人
と
し

て
、
活
躍
を
す
る
。
二
十
一
歳
で
大
蔵
省
勤
務
の
片
山
貞
次
郎
と
結
婚
し
、
二

児
を
も
う
け
る
。
病
弱
で
あ
っ
た
夫
の
看
病
が
続
き
、
大
正
九
年
に
死
別
し
て

い
る
。
大
正
五
年
の
第
一
歌
集
『
翡
翠
』
の
後
は
、
翻
訳
に
没
頭
し
て
ゆ
く
。

廣
子
は
、
芥
川
龍
之
介
、
室
生
犀
星
、
堀
辰
雄
、
市
川
左
団
次
ら
と
、
文
壇

歌
壇
を
越
え
、
豊
か
な
交
流
を
持
つ
。
芥
川
の
最
後
の
恋
人
「
越
び
と
」
と
し

て
見
ら
れ
が
ち
な
廣
子
で
あ
る
が
、
そ
の
内
面
凝
視
の
古
び
な
い
感
性
を
持
つ

短
歌
は
、
十
分
に
理
解
と
評
価
を
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
九
日
、
東
洋
英
和
女
学
院
史
料
室
所
蔵
の
「
片
山

廣
子
氏
寄
贈
本
」
百
十
四
冊
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
許
可
を
得
て
本
論

文
の
作
成
と
な
り
、
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
資
料
か
ら
、
片
山
廣
子
の
短
歌
の

特
質
を
形
作
っ
た
、
思
想
や
人
柄
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

東
洋
英
和
女
学
院
史
料
室
所
蔵
の
「
片
山
廣
子
氏
寄
贈
本
」
は
、
史
料
室
だ

よ
り
№
67
（
1
）
の
保
坂
綾
子
氏
〈
東
洋
英
和
女
学
院
所
蔵
「
片
山
廣
子
氏
寄

贈
本
」
に
つ
い
て
〉
に
よ
る
と
、
受
け
入
れ
の
詳
細
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
生

前
寄
贈
の
も
の
と
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
逝
去
の
後
に
、
遺
族
に
よ

り
贈
ら
れ
た
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。
蔵
書
印
か
ら
、
中
高
部
の
図
書
室
で
一

般
貸
出
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
頃
か
ら
貴
重
書
と
し
て
保
管
さ

れ
現
在
に
至
る
。
保
坂
氏
は
、「
寄
贈
本
を
あ
ら
た
め
て
見
て
み
る
と
、
文
壇

の
そ
う
そ
う
た
る
人
物
の
著
作
や
翻
訳
作
品
が
並
ぶ
。
佐
佐
木
信
綱
、
芥
川
龍

之
介
、
堀
辰
雄
、
與
謝
野
晶
子
、
川
田
順
、
ら
の
著
作
や
歌
集
、
堀
口
大
學
、

森
林
太
郎
（
鷗
外
）
の
翻
訳
作
品
な
ど
、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
な
か
に
は

片
山
廣
子
へ
あ
て
た
著
者
署
名
入
り
の
本
も
あ
り
、
歌
人
・
文
学
者
と
し
て
歩

ん
だ
廣
子
の
交
友
関
係
を
垣
間
見
る
よ
う
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
廣
子

の
蔵
書
の
う
ち
洋
書
は
、
松
村
み
ね
子
の
名
義
で
日
本
女
子
大
学
図
書
館
へ
寄

贈
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
イ
ェ
ー
ツ
、
シ
ン
グ
な
ど
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の

翻
訳
家
と
し
て
の
業
績
が
光
る
。

年
譜
に
お
い
て
は
、
藤
田
福
夫
「
増
補
片
山
廣
子
年
譜
と
明
治
大
正
期
作
品

抄
」（
2
）
と
、
片
山
廣
子　

松
村
み
ね
子
『
野
に
住
み
て
』（
3
）
を
参
考
に

し
た
。
ま
た
、
短
歌
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
主
に
秋
谷
美
保
子
『
片
山
廣
子
全
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歌
集
』（
4
）
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
論
文
で
は
、
寄
贈
さ
れ
た
本

の
著
者
毎
に
、
寄
贈
本
を
巡
っ
て
の
廣
子
の
文
学
的
意
識
の
有
り
様
と
深
ま
り

を
分
析
し
て
ゆ
く
。�

＊
引
用
文
は
新
字
体
に
改
め
た
。

二　

芥
川
龍
之
介　

─　
「
越
び
と
」
へ
送
ら
れ
た
エ
ー
ル

芥
川
の
寄
贈
本
は
、
以
下
の
七
冊
で
あ
る
。

（
発
行
）　
（
発
行
年
月
日　

特
記
事
項　

片
山
印　

）
＊
年
数
は
資
料
の
算
用
数
字
の
ま
ま
と
す
る
。

『
羅
生
門
』　

阿
蘭
陀
書
房　
1
9
1
7
・
T
6
・
5
・
13　
　

献
辞
入
り
の
名
刺

『
羅
生
門
』
は
、
初
期
の
短
編
小
説
を
集
め
た
も
の
。「
お
ひ
ま
の
節
お
よ
み

下
さ
い　

芥
川
龍
之
介　

片
山
様　

粧
次
」
の
名
刺
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

『
影
燈
籠
』　

春
陽
堂　
　
　
1
9
2
0
・
T
9
・
1
・
28

『
春
服
』　　

春
陽
堂　
　
　
1
9
2
3
・
T
12
・
5
・
23
（
第
4
版
）　

装
幀
、
小
穴
隆
一
。

『
黄
雀
風
』　

新
潮
社

�

1
9
2
4
・
T
13
・
7
・
18　

献
辞
・
署
名
入　
　

装
幀
、
小
穴
隆
一
。

『
黄
雀
風
』
は
、
第
七
短
編
集
。
内
扉
に
、「
黄
雀
風　

著
者　

片
山
様　

惠

存
」
と
書
か
れ
る
。

『
百
艸
』　　

新
潮
社　
　
　
1
9
2
4
・
T
13
・
9
・
17　

献
辞
・
署
名
入

『
百
艸
』
は
、
内
扉
に
「
著
者　

片
山
夫
人　

惠
存
」
の
献
辞
が
あ
る
。

『
支
那
游
記
』
改
造
社　
　

 

1
9
2
5
・
T
14
・
11
・
3

『
梅
・
馬
・
鶯
』（
芥
川
龍
之
介
随
筆
集
）　

新
潮
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
2
6
・
T
15
・
12
・
25　

献
辞
・
署
名
入

『
梅
・
馬
・
鶯
』
に
は
、
表
紙
見
開
き
左
ペ
ー
ジ
に
「
作
者　

松
村
み
祢
子
様
」

と
大
書
さ
れ
る
。
こ
の
本
に
は
、
芥
川
が
書
い
た
の
か
、
他
に
は
書
き
込
み
を

し
な
い
廣
子
な
の
か
明
確
で
な
い
が
、
鉛
筆
書
き
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
二

箇
所
あ
る
。

四
四
〇
頁　

寄
内

ひ
とた
す
ら

向
き
に
這
ふ
子
お
も
ふ
や
笹
ち
ま
き

�

（
澄
江
堂
句
集
）
ひ
た
す
ら
に
這
ふ
子
・
・
・

�

澄
江
堂
句
集
は
昭
和
二
年
九
月
、
没
後
自
家
版
と
し
て
刊
行
。

四
四
四
頁　

鵠
沼

か
げ
ろ
ふ
や
棟
も
落沈
めちた

る
茅
の
屋
根�

（
澄
江
堂
句
集
）
棟
も
沈
め
る
・
・
・

手
直
し
さ
れ
、
写
実
か
ら
思
い
の
表
現
へ
時
間
的
空
間
的
な
広
が
り
に
、
抒

情
性
が
深
ま
っ
て
い
る
。

廣
子
は
、
蔵
書
の
『
梅
・
馬
・
鶯
』
と
芥
川
に
つ
い
て
、
随
筆
集
『
燈
火
節
』

（
5
）
に
次
の
よ
う
な
感
慨
を
述
べ
て
い
る
。「
女
人
短
歌
」（
第
二
巻
第
三
号
一
九

五
〇
・
九
）
初
出
。

先
日
、「
う
め　

う
ま　

う
ぐ
ひ
す
」
と
い
ふ
芥
川
龍
之
介
随
筆
集
を

読
ん
で
ゐ
た
時
、
ゲ
ェ
テ
ー
座
の
サ
ロ
メ
を
見
物
に
行
く
と
こ
ろ
で
、
夕

が
た
何
処
か
の
坂
の
中
途
で
作
者
が
、
闇
の
中
に
明
る
い
花
屋
の
ガ
ラ
ス

窓
を
見
る
く
だ
り
が
あ
つ
た
。（
中
略
）
こ
れ
は
、
山
手
の
坂
の
あ
の
同

じ
花
屋
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
妙
に
嬉
し
い
心
も
ち
が
し
た
と
作
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者
が
い
ふ
と
こ
ろ
で
私
も
妙
に
う
れ
し
く
な
つ
て
、
菊
の
花
の
群
が
つ
た

上
に
漂
つ
て
ゐ
る
煙
草
の
煙
の
輪
を
、
私
も
見
た
や
う
な
錯
覚
さ
へ
も
ち

始
め
た
。「
夢
の
ふ
る
さ
と
」
と
い
ふ
や
う
な
言
葉
で
い
ふ
の
は
ま
は
り

く
ど
い
が
、
静
か
な
お
ち
つ
き
の
世
界
を
芥
川
さ
ん
も
私
も
お
の
お
の
違

つ
た
時
間
に
覗
い
て
見
た
の
で
あ
つ
た
ら
う
。

廣
子
と
芥
川
が
「
静
か
な
お
ち
つ
き
の
世
界
」
を
共
に
見
た
の
は
、
軽
井
沢

と
い
う
都
会
の
喧
騒
を
離
れ
た
特
別
な
空
気
感
の
故
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
僅

か
に
重
な
っ
た
時
間
が
生
ん
だ
ロ
マ
ン
で
あ
っ
た
。

　

大
正
五
年
三
月
に
出
版
さ
れ
た
廣
子
の
第
一
歌
集
『
翡
翠
』（
竹
柏
会
出

版
部
）
の
書
評
を
、
芥
川
が
同
年
六
月
、『
新
思
潮
』
に
書
い
た
こ
と
か
ら
二

人
の
縁
が
繋
が
る
。『
芥
川
龍
之
介
全
集
』（
6
）
よ
り
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　

翡
翠　

片
山
廣
子
氏
著　

芥
川
龍
之
介

こ
の
作
者
は
、
序
で
佐
々
木
信
綱
氏
も
云
つ
て
ゐ
る
樣
に
在
來
の
境
地

を
離
れ
て
、
一
歩
を
新
し
い
路
に
投
じ
樣
と
し
て
ゐ
る
。「
曼
珠
沙
華
肩

に
か
つ
ぎ
て
白
狐
た
ち
黄
な
る
夕
日
に
さ
ざ
め
き
を
ど
る
」
と
云
ふ
樣
な

歌
が
、
其
過
去
を
代
表
す
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、「
何
と
な
く
眺
む
る

春
の
生
垣
を
鳥
と
び
立
ち
ぬ
野
に
飛
び
に
け
り
」
と
云
ふ
樣
な
歌
は
、
其

未
來
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
勿
論
、
後
者
の
樣
な
歌
に
於
て
は
、

表
現
の
形
式
内
容
二
つ
な
が
ら
、
こ
の
作
者
は
、
ま
だ
幼
稚
で
あ
る
。
し

か
し
易
き
を
去
つ
て
難
き
に
就
い
た
と
云
ふ
事
は
、
少
く
と
も
作
者
自
身

に
と
っ
て
、
意
味
の
あ
る
事
に
相
違
な
い
。
そ
し
て
同
時
に
又
こ
の
歌
集

が
、
他
の
心
の
花
叢
書
と
撰
を
異
に
す
る
所
以
は
、
此
處
に
存
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
ふ
。
左
に
二
三
、
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
歌
を
擧
げ
て
、

紹
介
の
責
を
完
す
る
事
に
し
や
う
。

灌
木
の
枯
れ
た
る
枝
も
う
す
あ
か
う
青
木
に
交
り
霜
と
け
に
け
り

日
の
光
る
木
の
間
に
や
す
む
小
雀
ら
木
の
葉
う
ご
け
ば
尾
を
ふ
り
て

ゐ
る

沈
丁
花
さ
き
つ
づ
き
た
る
石
だ
た
み
靜
に
ふ
み
て
戸
の
前
に
立
つ

そ
れ
か
ら
母
と
し
て
の
胸
懐
を
歌
つ
た
歌
に
、
眞
率
な
愛
す
可
き
も
の

が
、
二
三
あ
る
。

た
ゆ
た
は
ず
の
ぞ
み
抱
き
て
若
き
日
を
の
び
よ
と
思
ふ
わ
が
幼
兒
よ

我
を
し
も
親
と
よ
ぶ
び
と
二
人
あ
り
斯
く
思
ふ
時
こ
こ
ろ
を
さ
ま
る

野
口
米
次
郎
氏
の
序
も
、
内
容
に
適
切
で
あ
る
。
裝
幀
は
清
洒
と
し
て

ゐ
る
。�

（
啞
苦
陀
）

「
在
來
の
境
地
を
離
れ
て
、
一
歩
を
新
し
い
路
に
投
じ
樣
と
し
て
ゐ
る
」「
易

き
を
去
つ
て
難
き
に
就
い
た
」
と
い
う
点
を
挙
げ
、
更
に
こ
の
歌
集
が
「
他
の

心
の
花
叢
書
と
撰
を
異
に
す
る
」
と
指
摘
す
る
。
夢
想
的
な
表
現
の
中
に
、
近

代
的
な
高
い
意
識
と
内
面
凝
視
の
理
知
を
織
り
交
ぜ
た
歌
集
が
、
こ
の
時
代
、

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
廣
子
は
こ
の
後
翻
訳
家
と
し
て

本
格
的
に
活
躍
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
歌
人
と
し
て
の
活
動
は
少
な
い
。
大
正

十
二
年
か
ら
昭
和
十
年
の
間
は
休
止
状
態
で
あ
っ
た
。
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寄
贈
書
の
芥
川
か
ら
の
献
辞
は
、『
羅
生
門
』（
大
正
六
年
）「
片
山
様
」、

『
黄
雀
風
』（
大
正
十
三
年
七
月
）「
片
山
様
」、『
百
艸
』（
大
正
十
三
年
九
月
）

「
片
山
夫
人
」
と
な
り
、
距
離
が
や
や
近
付
い
て
い
る
。

大
正
十
三
年
夏
、
芥
川
は
軽
井
沢
の
つ
る
屋
旅
館
に
滞
在
し
、
廣
子
と
交
流

を
持
つ
。
廣
子
は
大
正
九
年
に
夫
を
亡
く
し
、
二
児
の
母
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、

文
通
は
続
い
て
い
る
。
東
京
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
食
事
や
観
劇
を
共
に
し
た
り
、

手
紙
の
や
り
と
り
が
続
く
。

大
正
十
四
年
三
月
の
『
明
星
』
に
、
片
山
廣
子
へ
の
恋
の
決
別
を
詠
ん
だ
、

旋
頭
歌
「
越
び
と
」
を
発
表
す
る
。「
越
び
と
」
の
旋
頭
歌
二
十
五
首
（
7
）

は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

あ
ぶ
ら
火
の
ひ
か
り
に
見
つ
つ
こ
こ
ろ
悲
し
も
、
／

�

み
雪
ふ
る
越
路
の
ひ
と
の
年
ほ
ぎ
の
ふ
み
。

む
ら
ぎ
も
の
わ
が
こ
こ
ろ
知
る
人
の
戀
し
も
。
／

�

み
雪
ふ
る
越
路
の
ひ
と
は
わ
が
こ
こ
ろ
知
る
。

廣
子
へ
の
、
文
学
の
同
志
と
い
う
以
上
の
、
年
長
の
女
性
へ
の
切
な
い
思
い

が
綴
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

門
の
べ
の
笹
吹
き
す
ぐ
る
夕
風
の
音
、
／

�

み
雪
ふ
る
越
路
の
ひ
と
も
あ
は
れ
と
を
聞
け
。

結
び
に
は
、
二
人
の
間
に
夕
風
が
吹
き
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
芥
川
は
廣

子
を
「
か
な
し
き
人
」（
相
聞
）
と
愛
お
し
む
。「
わ
が
名
は
い
か
で
惜
し
む
べ

き
。
惜
し
む
は
君
が
名
の
み
と
よ
。」（
戀
人
ぶ
り
）
と
、
才
能
を
惜
し
み
、

「
ソ
ロ
モ
ン
は
同
時
に
又
シ
バ
の
女
王
を
恐
れ
て
ゐ
た
。」（
三
つ
の
な
ぜ
）
の

だ
。
関
係
が
深
ま
れ
ば
、
噛
み
合
い
滅
び
る
行
く
先
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
年
の
夏
、
二
人
は
軽
井
沢
で
再
会
し
て
い
る
。

『
梅
・
馬
・
鶯
』（
大
正
十
五
年
十
二
月
）「
松
村
み
祢
子
様
」
は
、
廣
子
に

今
後
も
翻
訳
で
活
躍
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、
芥
川
か
ら
の
エ
ー
ル
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
芥
川
を
詠
ん
だ
短
歌
が
残
る
。

あ
け
が
た
の
雨
ふ
る
庭
を
見
て
ゐ
た
り
遠
く
に
人
の
死
ぬ
と
も
知
ら
ず

�

山
川
柳
子
宛
書
簡

�

（
七
月
二
十
四
日
の
朝
の
こ
と
）

亡
き
友
の
や
ど
り
し
部
屋
に
一
夜
寝
て
目
さ
む
れ
ば
聞
こ
ゆ
小
鳥
の
こ
ゑ

ご
ゑ�

『
野
に
住
み
て
』

き
み
死
に
て
わ
れ
を
ば
教
へ
た
ま
は
り
ぬ
人
の
死
ぬ
る
は
み
づ
か
ら
の
た

め�

『
現
代
短
歌
全
集
』

も
ろ
と
も
に
路
を
行
か
む
と
い
ひ
し
友
の
身
に
添
は
ざ
り
し
ま
ぼ
ろ
し
も

あ
は
れ�

『
心
の
花
』
昭
十
三
・
十

古
き
ふ
み
夜
ふ
け
て
よ
め
ど
こ
の
た
め
に
い
の
ち
死
ぬ
べ
き
思
ひ
は
あ
ら

ず�

未
発
表
作
品

彼
の
人
の
す
ぎ
に
し
後
は
古
き
書
た
ゞ
古
き
書
と
な
り
に
け
る
か
な
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葬
送
の
日
、
廣
子
の
遺
族
に
よ
っ
て
焼
か
れ
た
芥
川
か
ら
の
手
紙
に
、
何
が

書
か
れ
て
い
た
の
か
。「
も
ろ
と
も
に
路
を
行
か
む
と
い
ひ
し
友
」「
こ
の
た
め

に
い
の
ち
死
ぬ
べ
き
思
ひ
は
あ
ら
ず
」
か
ら
推
察
で
き
る
。
信
条
と
し
て
も
、

二
人
の
子
の
将
来
を
思
っ
て
も
、
死
ぬ
た
め
の
恋
は
で
き
な
い
。
廣
子
も
ま
た

〈
格
闘
で
き
る
男
〉
に
出
会
い
、
妻
と
し
て
母
と
し
て
の
枷
か
ら
ひ
と
時
解
き

放
た
れ
た
。
一
人
の
人
間
と
し
て
羽
ば
た
く
こ
と
の
で
き
る
、
書
く
こ
と
へ
の

熱
情
が
甦
る
。
し
か
し
、
廣
子
が
ど
の
よ
う
な
困
難
の
中
で
も
求
め
て
い
た
の

は
、
朝
に
な
れ
ば
聞
こ
え
て
く
る
小
鳥
の
声
だ
。
死
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

軽
井
沢
つ
る
や
旅
館
の
一
室
で
、
亡
き
人
を
偲
ぶ
。
そ
し
て
、
そ
の
人
は
「
み

づ
か
ら
の
た
め
」
に
死
ん
だ
の
だ
と
。
昭
和
二
年
七
月
の
芥
川
の
死
を
境
に
、

廣
子
は
新
た
な
翻
訳
を
止
め
て
し
ま
う
。
芥
川
へ
の
思
い
を
封
印
し
、
時
の
経

過
に
よ
っ
て
彼
か
ら
の
「
古
き
書
」
を
た
だ
の
古
き
書
と
し
て
読
め
る
よ
う
に

な
っ
た
晩
年
、
廣
子
は
翻
訳
の
仕
事
を
少
し
ず
つ
再
開
し
て
ゆ
く
。
昭
和
二
十

七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

三　

堀
辰
雄　

─　
創
作
ノ
ー
ト
と
し
て
の
短
歌

『
雉
子
日
記
』　

河
出
書
房　
　
　
　
　
1
9
4
0
・
S
15
・
7
・
9

『
晩
夏
』　　
　

甲
鳥
書
林　
　
　
　
　
1
9
4
1
・
S
16
・
9
．
20�

献
辞
・
署
名
入

「
片
山
廣
子
様　

堀
辰
雄
」

『
風
立
ち
ぬ
』（
堀
辰
雄
作
品
集
第
三
）　

角
川
書
店　
1
9
4
6
・
S
21
・
11
・
20

『
繪
は
が
き
』（
堀
辰
雄
小
品
集
）　　
　

角
川
書
店　

�

1
9
4
6
・
S
21
・
7
・
21　

献
辞
・
署
名
入

「
堀
辰
雄　

片
山
廣
子
様
」

『
美
し
い
村
』（
堀
辰
雄
作
品
集
）　　
　

角
川
書
店　
1
9
4
8
・
S
23
・
10
・
30

『
薔
薇
』（
堀
辰
雄
小
品
集　

別
冊
）　　

角
川
書
店　
1
9
5
1
・
S
26
・
6
・
15

堀
辰
雄
の
献
辞
・
署
名
の
入
る
の
は
二
冊
で
あ
る
。『
晩
夏
』
と
『
繪
は
が

き
』
は
、
共
に
避
暑
地
を
舞
台
に
し
た
、
詩
的
な
小
品
で
あ
る
。
堀
に
と
っ
て

は
芥
川
や
廣
子
と
過
ご
し
、
文
学
世
界
を
形
作
っ
た
風
土
な
の
だ
。
廣
子
を
モ

デ
ル
に
し
た
幾
つ
か
は
、
寄
贈
書
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

竹
内
清
己
『
堀
辰
雄
─
人
と
文
学
』（
8
）
に
は
、「
彼
の
日
記
（
一
九
二

九
年
）
に
、「
我
々
ハ
《
ロ
マ
ン
》
を
書
カ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
。」
と
あ
る
。
彼

の
ロ
マ
ン
の
原
形
は
「
一
九
二
五
年
夏
、
軽
井
沢
」
に
見
出
し
た
物
語
を
由
来

と
し
た
。（
略
）「
越
し
人
」
の
師
芥
川
と
「
日
中
」
の
片
山
広
子
の
物
語
で
あ

っ
て
、
同
時
に
弟
子
の
彼
の
物
語
の
事
始
め
だ
っ
た
。」
と
あ
る
。
堀
辰
雄
に

よ
り
、「
越
び
と
」
と
短
歌
「
日
中
」
は
、「
聖
家
族
」「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
」

「
物
語
の
女
」
等
の
ロ
マ
ン
に
甦
っ
た
。
歌
が
創
作
ノ
ー
ト
と
な
り
、「
ロ
マ
ン

の
原
形
」
を
形
作
っ
た
と
の
指
摘
で
あ
ろ
う
。

短
歌
「
日
中
信
濃
追
分
に
て
」
は
、
大
正
十
五
年
八
月
号
『
三
田
文
学
』
に

発
表
さ
れ
、
蔵
書
の
現
代
短
歌
全
集　

第
十
九
巻
や
、
歌
集
『
野
に
住
み
て
』

に
収
め
ら
れ
る
歌
で
あ
り
、
芥
川
と
廣
子
が
軽
井
沢
で
過
ご
し
た
濃
厚
な
時
間

の
草
い
き
れ
が
甦
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。「
越
び
と
」
廣
子
に
と
っ
て
も
、

珠
玉
の
時
で
あ
っ
た
。
芥
川
と
廣
子
と
の
関
係
を
小
説
に
す
る
こ
と
で
、
堀
辰

雄
は
作
家
と
し
て
道
を
開
く
。「
物
語
の
女
」（
9
）（
昭
和
九
年
十
月
号
『
文
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藝
春
秋
』
に
発
表
。
改
題
「
楡
の
家
」
の
第
一
部
と
し
て
「
菜
穂
子
」
に
収
め

ら
れ
る
。）
は
、
短
歌
「
日
中
」
を
ま
さ
に
創
作
ノ
ー
ト
と
し
た
作
品
で
あ
る
。

比
較
し
て
み
よ
う
。
以
下
の
論
述
中
、
短
歌
は
「
日
中
」、〈　

〉
中
の
文
章
は

「
物
語
の
女
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

わ
れ
ら
三
人
影
も
お
と
さ
ぬ
日
中
に
立
つ
て
清
水
の
な
が
れ
を
見
て
を
る

し
づ
か
に
も
ま
ろ
葉
の
み
ど
り
葉
映
る
な
り
「
こ
れ
は
山
蕗
」
と
お
な
じ

こ
と
を
言
ふ

土
橋
を
渡
る
土
橋
は
ゆ
ら
ぐ
草
土
手
を
お
り
来
て
み
れ
ば
の
び
ろ
し
畑
は

わ
れ
も
わ
れ
も
牧
場
の
け
も
の
ら
と
同
じ
や
う
に
静
か
に
な
り
て
風
に
吹

か
れ
つ
つ

を
と
こ
た
ち
煙
草
の
け
む
り
を
吹
き
に
け
り
い
つ
の
代
と
わ
か
ぬ
山
里
の

ま
ひ
る
ま

大
正
十
三
年
八
月
十
三
日
、
碓
氷
峠
へ
車
で
月
見
に
出
掛
け
、
室
生
犀
星
、

片
山
廣
子
、
娘
の
総
子
が
芥
川
に
同
行
し
た
。
八
月
十
九
日
、
芥
川
と
廣
子
は

「
つ
る
や
」
主
人
と
共
に
追
分
に
行
く
。

「
物
語
の
女
」
で
は
、
芥
川
を
思
わ
せ
る
、
小
説
家
の
森
於
菟
彦
が
登
場
す

る
。
O
村
で
避
暑
を
す
る
私
と
娘
の
別
荘
を
訪
問
す
る
。
雨
上
が
り
、
村
を
案

内
し
、
村
は
ず
れ
の
分
れ
道
ま
で
来
た
。

影
も
な
く
白
き
路
か
な
信
濃
な
る
追
分
の
み
ち
の
わ
か
れ
め
に
来
つ

�

「
日
中
」

〈
あ
た
か
も
私
た
ち
が
そ
れ
を
待
ち
で
も
し
て
ゐ
た
か
の
や
う
に
、
美
し
い

虹
が
か
す
か
に
見
え
だ
し
た
。〉（「
物
語
の
女
」）
の
場
面
は
、
芥
川
が
そ
の
日

に
虹
を
見
た
興
奮
を
、
犀
星
へ
書
き
送
っ
て
い
る
。
帰
京
し
た
森
か
ら
手
紙
が

届
く
。〈
こ
の
頃
の
気
も
ち
は
反
つ
て
再
び
二
十
四
五
に
な
つ
た
や
う
な
、
何

や
ら
訳
の
分
ら
ぬ
亢
奮
を
感
じ
て
ゐ
る
位
で
す
。〉
こ
れ
は
同
じ
日
、
芥
川
が

小
穴
隆
一
宛
の
手
紙
に
、「
も
う
一
度
二
五
歳
に
な
つ
た
や
う
に
興
奮
し
て
い

る
。」
と
、
書
き
送
っ
て
い
る
。

二
月
の
末
、
恋
愛
詩
が
送
ら
れ
て
く
る
。「
越
び
と
」
で
あ
ろ
う
。〈
ば
つ
の

悪
い
や
う
な
〉
気
に
な
る
。

次
の
夏
、
二
人
は
ま
た
O
村
の
日
ざ
か
り
を
歩
く
。〈
砂
の
白
く
乾
い
た
道

の
上
に
は
私
た
ち
の
影
は
ほ
と
ん
ど
落
ち
な
い
位
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

馬
糞
が
光
つ
て
ゐ
た
。
さ
う
し
て
そ
の
上
に
は
い
く
つ
も
の
小
さ
な
蝶
が
む
ら

が
っ
て
い
た
。〉

日
の
照
り
の
一
め
ん
に
お
も
し
路
の
う
へ
の
馬
糞
に
う
ご
く
青
き
蝶
の
む

れ
〈
私
は
ぼ
ん
や
り
と
私
た
ち
の
足
も
と
に
た
つ
た
一
輪
ぽ
つ
か
り
と
う
す
紅

い
花
が
咲
い
て
ゐ
る
の
を
見
つ
め
て
ゐ
た
。
私
は
誰
と
い
ふ
こ
と
も
な
し
に

「
昼
顔
・
・
・
」
と
さ
さ
や
い
た
や
う
な
気
が
し
た
。〉

友
だ
ち
ら
別
れ
む
と
し
て
草
な
か
の
ひ
る
が
ほ
の
花
を
見
つ
け
た
る
か
な

今
は
亡
き
夫
が
〈
生
き
て
ゐ
た
ら
お
前
に
も
ま
た
何
か
の
希
望
が
出
よ
う
〉

と
言
っ
た
言
葉
が
、
こ
れ
ま
で
は
〈
た
だ
空
虚
な
も
の
と
し
か
思
へ
な
い
で
ゐ

た
〉
の
だ
。
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君
や
が
て
君
み
づ
か
ら
の
た
め
に
し
も
生
く
る
日
あ
ら
む
と
お
ほ
せ
た
ま

ひ
し�

『
心
の
花
』
昭
和
九
・
七

堀
辰
雄
は
、『
心
の
花
』
昭
和
九
年
七
月
号
の
廣
子
の
こ
の
歌
を
、『
文
藝
春

秋
』
同
年
十
月
号
の
「
物
語
の
女
」
に
再
生
さ
せ
て
い
る
と
言
え
な
い
で
あ
ろ

う
か
。

竹
内
清
己
『
堀
辰
雄
と
昭
和
文
学
』（
10
）
に
、
作
品
と
モ
デ
ル
の
対
比
が

成
さ
れ
、
片
山
廣
子
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽

画
」（
夫
人
）、「
窓
」（
O
夫
人
）、「
聖
家
族
」（
細
川
夫
人
）、「
物
語
の
女
」

（
私
・
三
村
夫
人
）、「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」（
母
）、「
ほ
と
と
ぎ
す
」（
私
・
道

綱
の
母
）、「
菜
穂
子
」（
三
村
夫
人
）、「
目
覚
め
」（
私
・
三
村
夫
人
）、「
ふ
る

さ
と
び
と
」（
三
村
夫
人
）。

モ
デ
ル
に
な
っ
た
廣
子
は
、
自
分
自
身
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
、
年
頃
の
娘
の

総
子
が
堀
と
恋
人
同
士
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
こ
と
を
厭
い
、
周
囲
に
説
明
を

し
て
回
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
息
子
の
文
学
仲
間
で
も
あ
り
、

芥
川
が
可
愛
が
っ
た
堀
辰
雄
を
、
素
直
に
応
援
し
て
い
た
様
子
も
う
か
が
え
る
。

雨　
昭
和
十
三
年
六
月
・
軽
井
沢
愛
宕
の
奥
に
堀
辰
雄
氏
を
訪
ふ

風
ま
じ
り
雨
降
る
山
に
杉
皮
の
家
ぬ
れ
て
ゐ
た
り
君
は
い
ま
す
や

�

『
野
に
住
み
て
』

む
す
め
ら
し
く
ほ
そ
き
姿
の
わ
か
づ
ま
は
黒
き
毛
い
と
の
上
衣
を
着
た
り

フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
を
こ
ま
か
く
裂
き
て
堀
辰
雄
暖
炉
の
火
を
も
す

を
ん
ど
り

ほ
の
ぼ
の
と
亡
き
子
を
思
ひ
堀
辰
雄
の
あ
た
ら
し
き
本
け
ふ
は
読
み
ゐ
る

�

『
野
に
住
み
て
』

廣
子
は
「
君
は
い
ま
す
や
」
と
別
荘
を
行
き
来
す
る
堀
辰
雄
と
、
長
男
の
達

吉
と
共
に
統
制
下
の
文
学
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
と
い
う
。
別
荘
は
昭
和
六
年

に
米
人
宣
教
師
ウ
ィ
ン
よ
り
買
い
求
め
、
現
在
は
人
手
に
渡
る
が
、
建
物
は
保

存
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
は
「
亡
き
子
を
思
ひ
」、
堀
に
息
子
の
姿
を
重
ね
た
の

だ
ろ
う
。
堀
に
先
立
た
れ
る
ま
で
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
、
献
辞
・
署
名
入
の

蔵
書
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

四　

与
謝
野
晶
子　

─　
「
匂
ひ
や
か
な
る
」
距
離

『
夢
之
華
』　

金
尾
文
淵
堂　
　
　
　
1
9
0
6
・
M
39
・
9
・
5

『
常
夏
』　　

大
倉
書
店　
　
　
　
　
1
9
0
8
・
M
41
・
7
・
10

『
青
海
波
』　

有
朋
館　
　
　
　
　
　
1
9
1
2
・
M
45
・
1
・
23

歌
集
『
太
陽
と
薔
薇
』　

ア
ル
ス　

 

1
9
2
1
・
T
10
・
1
・
10　

献
辞
・
署
名
入

「
晶
子　

片
山
廣
子
様　

か
た
は
ら
に
」

『
白
櫻
集
』（
遺
歌
集
） 

改
造
社　
　
1
9
4
2
・
S
17
・
9
・
5

歌
集
『
太
陽
と
薔
薇
』
は
、
寄
贈
本
の
晶
子
の
著
書
の
中
で
一
冊
だ
け
、

「
晶
子　

片
山
廣
子
様
か
た
は
ら
に
」
の
献
辞
・
署
名
入
り
で
あ
る
。
自
序
に
、

「
一
体
に
、
私
の
生
活
の
全
部
が
自
由
画
の
積
り
で
す
。
殊
に
前
人
の
規
矩
に
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支
配
さ
れ
な
い
私
の
芸
術
が
其
れ
で
す
。
私
は
自
分
の
個
性
を
自
由
に
表
現
し

た
い
た
め
に
詩
や
歌
を
作
り
ま
す
。」
と
書
く
。
逸
見
久
美
は
『
鉄
幹
晶
子
全

集
21
』（
11
）
に
、「『
太
陽
と
薔
薇
』
と
い
う
豪
華
な
対
象
を
、
暗
雲
で
覆
う

よ
う
な
空
気
が
こ
の
歌
集
に
は
漂
っ
て
い
る
。（
略
）
一
〇
年
に
は
四
月
に
文

化
学
院
開
校
、
一
一
月
に
は
『
明
星
』
復
刊
な
ど
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た

中
で
の
出
版
で
あ
っ
た
。」「
歌
壇
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
な
が
ら
も
晶
子
の
著

作
出
版
は
旺
盛
で
あ
っ
た
。」「
し
か
し
四
三
歳
と
い
う
不
惑
の
年
を
越
え
た
こ

の
頃
は
、
も
は
や
老
い
に
近
づ
い
て
ゆ
く
年
齢
で
も
あ
っ
た
。」
と
し
て
、「
太

陽
と
薔
薇
」
を
詠
む
歌
を
挙
げ
て
い
る
。
所
収
歌
に
は
、
廣
子
の
第
一
歌
集
名

「
翡
翠
」
を
詠
む
歌
も
あ
る
。

君
と
わ
れ
空
と
水
と
の
際
よ
り
も
匂
ひ
や
か
な
る
一
線
を
置
く

�
『
太
陽
と
薔
薇
』

夕
立
の
雨
に
混
り
て
見
ゆ
る
な
り
翡
翠
の
色
の
お
ほ
と
り
の
羽

山
荘
の
鐘
の
ひ
び
け
ば
艶
め
か
し
池
の
翡
翠
の
人
見
よ
と
立
つ

太
陽
も
稀
に
疲
れ
て
曇
る
な
り
淋
し
き
こ
と
を
知
ら
ぬ
わ
れ
か
は

夕
闇
に
透
か
し
見
る
な
り
薔
薇
の
花
い
ま
だ
生
れ
ぬ
世
界
の
ご
と
く

「
空
と
水
と
の
際
」
は
、
遠
目
に
は
曖
昧
で
も
近
づ
け
ば
明
ら
か
だ
。「
匂
ひ

や
か
な
る
一
線
」
と
は
、
そ
の
際
よ
り
も
さ
ら
に
節
度
あ
る
程
よ
い
距
離
感
で

あ
ろ
う
。
様
々
な
体
験
が
言
わ
し
め
た
言
葉
で
あ
る
。

「
太
陽
も
稀
に
疲
れ
」「
夕
闇
」
の
薔
薇
だ
か
ら
こ
そ
「
透
か
し
見
る
」
瑞
々

し
い
世
界
が
見
え
る
と
言
う
。

『
白
櫻
集
』
に
つ
い
て
は
、「
ふ
し
ぎ
に
も
「
白
櫻
集
」
の
歌
は
若
か
つ
た
日

の
彼
女
の
歌
と
は
異
つ
た
も
の
を
伝
え
る
」
と
、
廣
子
は
随
筆
集
『
燈
火
節
』

（
5
）
に
記
し
て
い
る
。

「（
源
氏
を
ば
一
人
と
な
り
て
後
に
書
く
）
紫
女
わ
か
く
わ
れ
は
然
ら
ず
」

の
一
首
の
悲
し
み
は
彼
女
一
生
の
あ
ひ
だ
に
詠
ん
だ
と
い
は
れ
る
数
万
首

の
歌
の
中
に
も
ほ
か
に
は
見
出
さ
れ
ま
い
と
思
は
れ
る
。
天
才
と
意
欲
に

満
ち
た
彼
女
が
一
人
と
な
つ
て
老
を
感
じ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
私
た

ち
が
誰
で
も
が
感
じ
る
老
い
と
は
異
つ
た
も
の
で
あ
る
。（
略
）
私
の
姪

が
彼
女
の
学
校
に
在
学
し
て
ゐ
た
か
ら
、
私
は
父
兄
の
一
人
で
、
そ
の
私

に
彼
女
は
い
つ
も
率
直
に
物
を
言
は
れ
た
。
師
と
弟
子
の
間
柄
で
は
な
く
、

友
人
で
は
な
く
、
社
交
の
仲
間
で
も
な
く
、
あ
つ
さ
り
と
親
切
に
、
ご
く

ふ
つ
う
の
話
を
さ
れ
た
。
こ
だ
わ
り
の
な
い
若
々
し
い
勇
敢
な
彼
女
を
知

つ
て
ゐ
て
、
こ
の
悲
し
み
の
一
首
を
読
む
こ
と
は
堪
へ
が
た
い
気
持
が
す

る
。

与
謝
野
晶
子
は
、
廣
子
と
同
い
年
で
あ
る
。
歌
風
は
違
え
ど
も
、
共
に
様
々

な
困
難
を
越
え
て
来
て
、
晶
子
の
歌
の
変
化
に
共
感
を
持
っ
て
い
る
。
廣
子
は

大
正
十
二
年
頃
か
ら
短
歌
か
ら
遠
ざ
か
り
、
昭
和
十
一
年
十
月
「
心
の
花
」
か

ら
再
開
し
て
い
る
。『
白
櫻
集
』
が
、
晩
年
の
廣
子
の
歌
集
『
野
に
住
み
て
』

の
、
深
み
の
あ
る
老
い
の
歌
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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「
晶
子
の
歌
集
を
全
部
大
森
の
家
に
置
い
て
来
た
の
で
、
私
の
手
も
と
に
は
遺

稿
の
「
白
櫻
集
」
だ
け
し
か
な
い
」
と
あ
る
の
で
、
座
右
の
書
に
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
廣
子
は
、
晶
子
の
代
表
歌
「
劫
初
よ
り
つ
く
り
い
と
な
む
殿
堂

に
わ
れ
も
黄
金
の
釘
ひ
と
つ
打
つ
」
を
、
晶
子
が
老
い
た
自
身
を
鼓
舞
す
る
歌

と
読
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

荻
窪
に
て　
　
な
き
與
謝
野
晶
子
夫
人
の
み
ま
へ
に

筆
ほ
そ
く
晶
子
と
書
け
る
御
文
を
た
だ
一
つ
わ
が
持
ち
て
ゐ
た
り
し

�

『
野
に
住
み
て
』

に
つ
ぽ
ん
の
三
代
を
貫
く
歌
の
橋
か
け
た
る
人
も
今
は
神
な
る

近
代
日
本
の
「
歌
の
橋
か
け
た
る
人
」
と
晶
子
を
尊
敬
す
る
。
大
正
十
年
、

廣
子
に
贈
ら
れ
た
歌
集
『
太
陽
と
薔
薇
』
は
、
前
年
に
夫
と
死
別
し
子
ど
も
の

教
育
と
翻
訳
に
力
を
注
い
で
い
る
廣
子
に
、
励
ま
し
を
与
え
、
翌
年
か
ら
の
短

歌
の
再
開
へ
と
働
き
か
け
た
一
冊
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

五　

佐
佐
木
信
綱　

─　
変
わ
ら
ぬ
慕
情

『
あ
る
老
歌
人
の
思
ひ
出
』
自
伝
と
交
友
の
面
影　
　

朝
日
新
聞
社

�

1
9
5
3
・
S
28
・
10
・
25

�

献
辞
・
署
名　
　
　
　
　
　

＊ 

佐
佐
木
信
綱
の
自
伝
。
表
紙
に
は
「
片
山
ぬ
し
へ　

昭
和
廿
八
年
十
月
廿
九
日　

信
綱
」
と
あ
る
。

『
あ
る
老
歌
人
の
思
ひ
出
』（
12
）
に
、
佐
佐
木
信
綱
は
片
山
廣
子
に
つ
い
て

回
想
し
て
い
る
。

片
山
廣
子
さ
ん
は
、
吉
田
姓
の
頃
か
ら
の
同
人
。
英
文
学
に
堪
能
で
、

松
村
み
ね
子
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
出
さ
れ
た
、
シ
ョ
オ
の
「
船
長
ブ
ラ
ス
バ

オ
ン
ド
の
改
宗
」
に
は
鷗
外
博
士
が
、
シ
ン
グ
の
「
い
た
づ
ら
も
の
」
に

は
、
逍
遥
博
士
が
、
と
も
に
、
称
賛
さ
れ
た
長
文
の
序
を
寄
せ
て
を
ら
れ

る
。
心
の
花
に
も
、
愛
蘭
土
文
学
や
、
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
等
を
紹
介
さ
れ
た
。

源
氏
物
語
を
心
読
し
て
国
文
に
も
す
ぐ
れ
、
そ
の
歌
に
も
清
新
の
気
が

た
ゞ
よ
う
て
を
る
。

片
山
さ
ん
に
つ
ゞ
い
て
、
三
人
の
す
ぐ
れ
た
特
色
の
あ
る
作
者
が
出
た
。

白
蓮
さ
ん
の
「
踏
絵
」
は
、
そ
の
序
文
に
自
分
の
書
い
た
ご
と
く
夢
と

悩
み
と
憂
愁
と
沈
思
と
の
こ
も
つ
て
成
つ
た
三
百
餘
首
、
そ
れ
を
貫
い
て

を
る
深
刻
に
か
つ
沈
痛
な
作
風
に
は
、
不
朽
の
生
命
が
あ
る
。
そ
の
情
の

強
さ
と
力
と
は
、
萬
葉
の
女
歌
人
狭
野
弟
上
娘
子
を
は
る
か
に
つ
ぐ
も
の

と
も
い
へ
る
。

信
綱
は
、
柳
原
白
蓮
の
歌
集
『
踏
絵
』
の
特
質
を
明
確
に
し
て
高
く
評
価
し

て
い
る
の
に
対
し
、
片
山
廣
子
の
第
一
歌
集
『
翡
翠
』
の
歌
集
名
を
も
出
さ
ず
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
翻
訳
家
の
松
村
み
ね
子
と
し
て
の
活
躍
を
紹
介
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、「
心
の
花
」
へ
の
出
詠
が
少
な
く
な
る
廣
子
に
、
短
歌
を

詠
み
続
け
る
よ
う
に
と
機
会
あ
る
ご
と
に
励
ま
し
て
い
た
こ
と
が
、
廣
子
の
書

簡
な
ど
か
ら
分
か
っ
て
い
る
。

「
清
新
」
と
、
廣
子
の
歌
を
評
し
、
同
著
に
、「
清
新
と
い
ふ
こ
と
が
詩
歌
の
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精
神
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
自
分
が
さ
き
に
英
詩
を
学
び
、
訳
し
試
み
も
し

た
に
よ
つ
て
特
に
感
銘
し
た
の
で
あ
つ
た
。」
と
述
べ
る
。

「
心
の
花
（
華
）」
が
明
治
三
十
一
年
に
創
刊
さ
れ
、
こ
の
年
に
英
語
通
信
社

か
ら
「
英
語
通
信
」
が
出
さ
れ
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
が
発
行
所
を
松
山
か
ら
東

京
へ
移
し
て
い
る
。

　

自
分
は
、
歌
人
も
ひ
ろ
く
視
野
を
広
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
考
か
ら
、

文
芸
上
の
論
文
・
随
筆
・
小
説
・
戯
曲
・
詩
等
の
創
作
、
海
外
の
作
品
の

翻
訳
な
ど
を
、
先
輩
・
知
友
・
同
人
に
嘱
し
て
掲
げ
な
ど
も
し
た
。（
中
略
）

鷗
外
博
士
が
「
腰
辨
當
」
の
名
で
発
表
さ
れ
た
「
有
樂
門
」
は
、
小
倉
か

ら
帰
京
後
の
長
い
沈
黙
を
破
ら
れ
た
第
一
作
で
あ
つ
て
、
引
き
つ
ゞ
い
て

小
説
を
書
か
れ
る
動
機
と
も
な
つ
た
作
と
い
は
れ
て
を
る
。
上
田
敏
博
士

や
蒲
原
有
明
君
の
詩
を
も
掲
げ
た
。
芥
川
龍
之
介
君
も
柳
川
隆
之
助
の
名

で
、「
大
川
の
水
」
と
い
ふ
文
章
や
、
旋
頭
歌
な
ど
を
寄
せ
ら
れ
た
。

『
あ
る
老
歌
人
の
思
ひ
出
』（
12
）
の
こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
、
片
山
廣
子
の

翻
訳
が
、「
歌
人
も
ひ
ろ
く
視
野
を
広
げ
ね
ば
」
と
い
う
「
心
の
花
」
の
編
集

意
図
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

佐
佐
木
信
綱　
『
佐
佐
木
信
綱
作
歌
八
十
二
年
』（
13
）

願
は
く
は
わ
れ
春
風
に
身
を
な
し
て
憂
あ
る
人
の
門
を
訪
は
ば
や

�

明
治
三
十
二
年　

二
十
八
歳

青
雲
を
ふ
み
て
お
り
ま
す
神
の
手
に
と
り
も
た
し
た
る
白
百
合
の
花

片
山
廣
子

わ
が
む
ね
の
奥
に
小
さ
き
宮
立
て
ゝ
君
を
神
と
し
ひ
そ
か
に
ま
つ
る

�

『
心
の
花
』
明
治
三
十
九
・
五

一
時
に
二
人
み
た
り
を
お
も
ふ
君
御
心
ひ
ろ
し
ほ
と
け
に
似
た
り

早
春
の
あ
け
の
う
つ
つ
の
眼
に
は
見
る
わ
が
師
が
老
い
て
ひ
と
り
住
ま
ふ

山�

『
短
歌
』
昭
和
三
十
四
・
九

君
が
た
め
死
ぬ
べ
く
思
ひ
し
こ
の
君
の
か
く
な
が
ら
へ
て
ゐ
ま
す
こ
の
世

は�

未
発
表
作
品

廣
子
に
と
っ
て
信
綱
は
歳
も
近
く
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
て
間

も
な
い
頃
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
折
に
触
れ
励
ま
し
続
け
て
く
れ
た
師
へ
の
慕

情
は
、
終
生
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

六　

古
典
文
学　

─　
と
ら
わ
れ
ず
生
き
る

『
古
今
倭
歌
集
』
巻
八　
　
　

晩
翠
軒　
　
　
　
　
　
1
9
2
7
・
S
2
・
4
・
8

『
良
寛
遺
墨
集
』
安
田
靭
彦　

監
修　

第
一
書
房　
　
1
9
2
8
・
S
3
・
11
・
15

『
老
子
解
説
』　 

北
村
佳
逸　

立
命
館
出
版
部　
　
　
1
9
3
3
・
S
8
・
11
・
20

『
古
今
倭
歌
集
』

昭
和
二
年
四
月
の
発
行
で
あ
る
。
見
事
な
筆
跡
の
書
に
、
達
筆
な
廣
子
が
手

本
と
し
て
購
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
仮
説
も
立
て
ら
れ
よ
う
。

こ
の
年
七
月
、
芥
川
は
自
殺
を
す
る
。
六
月
末
に
芥
川
は
堀
辰
雄
を
伴
っ
て
廣

子
の
自
宅
を
訪
問
し
、
永
久
の
別
れ
を
し
た
。『
古
今
倭
歌
集
』
巻
第
八
の
冒
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頭
は
、
在
原
行
平
朝
臣
の
離
別
の
歌
で
あ
る
。「
立
ち
別
れ
い
な
ば
の
山
の
み

ね
に
お
ふ
る
ま
つ
と
し
聞
か
ば
今
帰
り
来
む
」
百
人
一
首
十
六
番
歌
と
し
て
知

ら
れ
る
。
大
正
十
三
年
夏
、
軽
井
沢
に
て
廣
子
と
交
際
し
、「
才
力
の
上
に
も

格
闘
出
来
る
女
に
遭
遇
し
た
」（『
或
阿
呆
の
一
生
』）
と
興
奮
し
た
芥
川
は
、

室
生
犀
星
宛
の
絵
葉
書
に
「
左
団
次
は
こ
と
し
は
来
ね
ど
住
吉
の
松
村
み
ね
子

は
き
の
ふ
来
に
け
り
」
と
書
き
送
る
。

行
平
の
和
歌
を
意
識
し
、
修
辞
法
を
用
い
て
い
る
。
芥
川
か
ら
の
書
簡
に
も
、

あ
る
い
は
こ
の
歌
が
書
か
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
廣
子
は
行
平
の
離
別
の

和
歌
に
、
芥
川
を
偲
ん
だ
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
良
寛
遺
墨
集
』

廣
子
の
筆
跡
は
良
寛
に
よ
く
似
る
。
典
雅
で
勢
い
の
あ
る
字
で
あ
る
。
字
を

倣
い
、
良
寛
の
歌
と
生
き
方
ま
で
も
寄
り
添
い
学
ぼ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
漢
学
の
教
養
が
あ
っ
た
良
寛
は
、
師
の
大
忍
国
仙
和
尚
か
ら
和
歌
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
た
。
歌
風
は
堂
上
派
で
、
二
条
家
歌
学
の
系
統
で
あ
る
。
廣
子

の
祖
父
そ
し
て
母
も
二
条
派
の
歌
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
。『
定
本　

良
寛
全

集
』（
14
）
解
説
に
、
良
寛
は
因
襲
的
な
歌
づ
く
り
に
飽
き
『
万
葉
集
』
に
傾

倒
し
て
ゆ
き
、
歌
の
特
徴
と
し
て
一
に
枕
詞
の
多
さ
、
二
に
三
句
切
れ
の
歌
の

多
さ
、
三
に
倒
置
法
の
多
用
、
四
と
五
は
、
接
続
助
詞
「
つ
つ
」
と
、
助
詞

「
の
」
の
多
用
に
よ
る
音
調
美
を
挙
げ
る
。

い
に
し
へ
を
思
へ
ば
夢
か
う
つ
つ
か
も
夜
は
時
雨
の
雨
を
聞
き
つ
つ

�

良
寛
歌
集
『
ふ
る
さ
と
』

こ
の
里
に
手
ま
り
つ
き
つ
つ
子
ど
も
ら
と
遊
ぶ
春
日
は
暮
れ
ず
と
も
よ
し

謡
曲
「
江
口
」
に
も
な
る
、
西
行
が
遊
女
と
和
歌
を
交
わ
し
た
「
い
に
し

へ
」
を
思
い
、「
夢
か
う
つ
つ
か
も
」「
時
雨
の
雨
を
聞
き
つ
つ
」
一
夜
を
眠
る
。

西
行
の
生
き
方
を
慕
い
、「
子
ど
も
ら
と
遊
ぶ
」
童
心
を
持
つ
。
書
な
ど
の
才

能
に
溢
れ
て
い
た
が
、
自
ら
の
才
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

『
老
子
解
説
』

こ
の
書
の
、
次
の
八
、
九
ペ
ー
ジ
に
、
誰
の
行
為
か
定
か
で
は
な
い
が
短
歌

の
月
報
が
挿
ん
で
あ
っ
た
。

　

第
二
章　

天
下
皆
知　

八
十
八
言

天
下
皆
知
美
之
為
美
、
斯
悪
已
。
皆
知
善
之
為
善
、
斯
不
善
已
。

　

天
下
み
な
美
の
美
た
る
を
知
れ
ば
、
斯
れ
悪
の
み
。
皆
善
の
善
た
る
を

知
れ
ば
、
斯
れ
不
善
の
み
。

「
天
下
の
総
て
の
人
が
、
美
し
い
も
の
を
見
て
美
に
一
致
す
れ
ば
悪
い
も
の

と
な
る
。
総
て
の
人
が
善
事
を
善
し
と
し
て
そ
れ
を
認
め
る
や
う
に
な
つ
て
人

が
模
倣
す
れ
ば
偽
善
と
混
合
し
て
善
も
不
善
と
な
る
。」
と
の
解
説
を
読
め
ば
、

「
群
集
心
理
は
衆
愚
心
理
で
あ
つ
て
軽
率
か
ら
発
す
る
」
か
ら
、
人
は
争
っ
て

偽
善
を
装
い
、
個
性
を
離
れ
て
ゆ
く
。
老
子
が
周
の
史
官
で
あ
り
な
が
ら
、
史

実
を
説
の
根
拠
に
せ
ず
、
固
有
名
詞
は
嫌
っ
た
と
す
る
。
孤
高
の
歌
人
と
い
わ

れ
、
文
壇
、
歌
壇
か
ら
距
離
を
置
い
た
廣
子
は
、
老
子
に
共
感
す
る
と
こ
ろ
を

感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
歌
集
は
『
野
に
住
み
て
』
と
し
て
い
る
。

『
世
界
の
名
著
』
老
子
と
荘
子
（
15
）
に
よ
る
と
、「『
老
子
』
も
、『
荘
子
』



片山廣子の短歌

─ 13 ─

と
同
じ
く
「
自
然
」
や
「
無
為
」
を
唱
え
は
す
る
が
、
そ
の
書
に
は
政
治
へ
の

関
心
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。」「
そ
の
文
体
は
凝
縮
さ
れ
、
逆
説
的
な
警
句

で
満
た
さ
れ
、
脚
韻
を
ふ
ん
だ
部
分
の
多
い
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
特
殊
な
美
文

と
い
う
べ
く
、
し
か
も
読
者
を
深
く
考
え
こ
ま
せ
る
力
を
も
っ
て
い
る
。
恐
ろ

し
く
雄
弁
な
『
荘
子
』
と
ち
が
っ
て
、『
老
子
』
は
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
途
切
れ
が

ち
に
語
る
の
だ
が
や
は
り
読
者
を
ひ
き
こ
ま
ず
に
は
お
か
な
い
。」
と
あ
る
。

廣
子
が
無
口
な
た
め
、
室
生
犀
星
が
「
ク
チ
ナ
シ
夫
人
」
と
渾
名
を
付
け
た
。

何
故
「
老
子
」
な
の
か
。
廣
子
は
過
去
に
拘
泥
し
て
は
、
生
き
て
い
け
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
寡
婦
で
あ
り
、「
越
び
と
」
や
堀
辰
雄
の
小
説
の
モ
デ
ル
と
し

て
好
奇
の
目
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
彼
女
と
し
て
は
、
さ
ぞ

や
生
き
づ
ら
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

す
ぎ
し
世
の
古
り
た
る
物
は
捨
て
も
せ
む
吾
み
づ
か
ら
を
わ
れ
は
負
ひ
つ

つ�
『
野
に
住
み
て
』

も
ろ
も
ろ
の
悲
し
き
事
も
あ
や
ま
ち
も
過
ぎ
た
る
も
の
は
過
ぎ
去
り
し
め

むの
び
の
び
と
無
為
に
一
生
を
過
し
来
て
そ
の
ま
ま
吾
は
眠
ら
む
と
思
ひ
し

生
き
る
か
ひ
あ
る
か
と
問
は
じ
天
地
の
一
つ
の
生
命
を
わ
れ
今
日
も
愛
す

古
典
文
学
の
蔵
書
か
ら
は
、
昭
和
二
年
の
芥
川
と
の
永
別
の
悲
し
み
を
、
古

今
和
歌
集
の
「
離
別
」
の
歌
に
重
ね
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。「
古
り
た
る
物
」

や
「
悲
し
き
事
」「
あ
や
ま
ち
」
を
捨
て
去
っ
て
も
、「
み
づ
か
ら
を
わ
れ
は
負
」

う
覚
悟
は
で
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
良
寛
、
老
子
の
物
事
に
と
ら
わ
れ
な
い
精

神
世
界
に
心
惹
か
れ
る
廣
子
が
い
る
。
信
綱
に
教
え
を
受
け
た
「
源
氏
物
語
」

に
始
ま
り
、
こ
れ
ら
の
古
典
か
ら
も
、
対
象
を
澄
み
透
っ
た
眼
で
見
つ
め
る
独

自
の
歌
の
世
界
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

七　

片
山
廣
子　

─　
野
へ
向
か
う
心

歌
集
『
翡
翠
』　

竹
柏
会
出
版
部　
　
1
9
1
6
・
T
5
・
3
・
25　

献
辞
・
署
名
入

保
坂
氏
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
を
し
て
い
る
。

＊ 〝
心
の
華
叢
書
〟
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
片
山
廣
子
の
第
一
歌
集
。

図
書
室
の
蔵
書
印
の
「
昭
和
8
ね
ん
9
月
12
日
」
の
確
認
が
で
き
、
生
前
に
廣
子

自
身
が
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
ょ
う
ど
廣
子
が
『
東
洋
英
和

女
学
校
五
十
年
史
』
の
編
纂
委
員
と
し
て
母
校
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
ろ
に
寄
贈
さ

れ
た
も
の
か
。「
む
か
し
わ
れ
神
の
教
を
学
び
つ
る
麻
布
の
す
み
の
灰
色
の
家
」

は
こ
の
な
か
の
一
首
。�

「
廣
子　

東
洋
英
和
女
学
校　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
へ
」

こ
の
他
、
自
著
の
『
燈
火
節
』『
野
に
住
み
て
』、
翻
訳
本
数
冊
が
寄
贈
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
六
年
度　

東
洋
英
和
女
学
校
同
窓
会
報
に
、「
大
森
の

う
た
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
母
校
へ
は
、
同
窓
の
村
岡
花
子
と
違
い
深
く
関

わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
聞
く
が
、
こ
の
頃
は
廣
子
の
姿
が
見
え
て
い
る
。

大
森
の
う
た　
　

片
山
廣
子　
　
（
昭
和
六
年
九
月
『
現
代
短
歌
全
集
』
第
十
九
巻
）

�

（
ふ
る
き
詠
草
よ
り
）　

昭
和
六
年
度　

東
洋
英
和
女
学
校
同
窓
会
報
（
16
）

か
り
穂
ほ
す
大
野
あ
ゆ
め
ば
う
す
ら
日
の
も
や
和
ら
か
う
心
ぬ
く
も
る
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ゆ
す
ぶ
る
る
ぺ
ん
ぺ
ん
草
の
根
の
あ
た
り
虫
と
び
は
ね
て
つ
ゆ
け
か
り
け

りゆ
ふ
ぐ
も
る
冬
菜
の
畑
の
く
ろ
つ
ち
に
男
ひ
と
り
ゐ
て
菜
を
た
ば
ね
つ
つ

頬
さ
む
く
坂
を
お
り
つ
つ
枯
枝
の
木
の
間
に
と
ほ
き
ゆ
ふ
や
け
を
見
る

わ
た
り
鳥
ゆ
く
か
な
空
を
は
る
ば
る
と
我
つ
か
れ
つ
つ
門
入
り
く
れ
ば

く
も
り
日
の
秋
の
日
消
ゆ
る
た
そ
が
れ
に
ば
ら
し
ろ
じ
ろ
と
浮
き
て
ぞ
み

ゆ
る

は
だ
し
の
子
三
四
人
し
て
椎
ひ
ろ
ふ
わ
が
生
垣
の
そ
と
の
ほ
そ
み
ち

し
ば
ら
く
は
短
歌
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
廣
子
だ
が
、
そ
の
辺
の
心
境
を
述

べ
て
い
る
の
が
次
の
書
で
あ
る
。

『
現
代
短
歌
全
集
』　

第
十
九
巻　
　

平
野
萬
里
（
著
者
代
表
）
改
造
社

�
1
9
3
1
・
S
6
・
9
・
15
（
17
）

後
記　
　

片
山
廣
子

　

大
正
五
年
に
歌
集
「
翡
翠
」
を
出
し
た
前
後
ま
で
私
は
歌
に
熱
心
で
あ

つ
た
や
う
だ
が
、
そ
の
翌
年
あ
た
り
か
ら
だ
ん
だ
ん
作
ら
な
く
な
つ
て
し

ま
つ
た
。
こ
れ
は
ち
や
う
ど
そ
の
時
分
か
ら
外
国
の
翻
訳
に
興
味
を
も
ち

始
め
た
為
も
あ
り
、
ま
た
熱
情
の
な
い
自
分
が
次
第
に
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に

堕
し
て
ゆ
く
の
に
自
分
な
が
ら
不
満
を
持
つ
た
た
め
も
あ
ら
う
。

　

大
正
七
八
年
ご
ろ
に
作
つ
た
も
の
は
私
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
の
な
か

で
よ
み
な
れ
た
即
興
詩
風
の
も
の
で
そ
れ
も
ご
く
僅
か
し
か
な
い
。
そ
れ

か
ら
後
の
十
何
年
ま
る
き
り
歌
に
縁
な
き
も
の
と
な
つ
て
ゐ
た
。
い
ま
十

日
ば
か
り
の
日
数
で
過
去
の
歌
全
部
を
揃
へ
よ
う
と
し
て
み
た
が
僅
か
百

数
首
し
か
み
あ
た
ら
な
い
。
そ
れ
を
選
ん
だ
り
す
る
と
な
ほ
少
な
く
な
る

か
ら
、
殆
ど
全
部
を
そ
の
ま
ま
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

過
去
の
あ
る
時
竹
柏
園
門
下
で
歌
を
学
ん
だ
と
い
ふ
そ
れ
だ
け
の
こ
と

で
私
の
あ
ま
り
僅
少
な
作
品
を
専
門
家
の
も
の
の
あ
ひ
だ
に
並
べ
る
の
は
、

す
こ
し
厚
か
ま
し
く
思
は
れ
る
け
れ
ど
、
今
後
私
が
歌
集
を
出
す
希
望
も

な
い
の
だ
し
、
今
の
機
会
に
自
分
の
歌
を
ま
と
め
て
お
い
た
方
が
い
い
や

う
に
思
つ
て
編
輯
者
の
好
意
を
御
遠
慮
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

集
中
。「
日
中
」
が
大
正
十
四
年
、「
六
里
が
原
」
が
十
五
年
作
、
間
島

氏
に
お
く
る
歌
が
昭
和
三
年
作
、
そ
の
後
今
日
ま
で
一
首
も
な
い
。「
百

合
」
の
歌
が
大
正
七
年
頃
の
作
で
「
翡
翠
」
の
歌
の
つ
ぎ
に
古
い
も
の
で

あ
り
、
そ
の
ほ
か
は
そ
の
あ
ひ
だ
に
は
さ
ま
る
も
の
で
あ
る
。「
生
死
」

「
夕
」
の
二
つ
は
大
正
九
年
で
あ
る
。「
大
森
の
う
た
」
は
を
り
を
り
に
作

つ
た
も
の
を
あ
は
せ
て
あ
る
か
ら
時
が
分
か
ら
な
い
。
大
て
い
は
大
正
八

年
ぐ
ら
ゐ
ま
で
と
思
ふ
。

廣
子
は
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
雑
感
」（
18
）
の
中
で
、「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

は
昔
か
ら
言
葉
の
天
才
と
い
は
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
詩
の
国
と
呼
ば
れ
て
来

た
。（
略
）
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
詩
も
書
斎
の
詩
人
の
言
葉
や
書
か
れ
た
リ
ズ
ム

を
真
似
る
こ
と
を
止
め
、
民
謡
を
き
き
民
謡
の
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
つ
て
復

活
し
た
の
で
あ
つ
た
。」
と
述
べ
、
現
実
的
な
生
き
た
言
葉
の
世
界
か
ら
詩
を

つ
く
り
出
す
こ
と
を
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
翻
訳
を
通
し
て
身
に
付
け
て
い

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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母
校
で
あ
る
東
洋
英
和
女
学
院
の
五
十
年
史
に
寄
せ
た
の
は
、
恩
師
の
思
い

出
で
あ
っ
た
。
女
学
校
時
代
の
数
少
な
い
資
料
と
し
て
貴
重
な
一
文
で
あ
る
。

ミ
ス
・
マ
ン
ロ
ー
の
こ
と　
　
　

片
山
廣
子

�

昭
和
9
年　

東
洋
英
和
女
学
校
五
十
年
史
（
19
）

（
略
）
先
生
は
文
学
を
愛
好
さ
れ
詩
が
殊
に
お
好
き
の
や
う
で
し
た
。

「
英
文
学
」
と
い
ふ
時
間
の
二
年
の
あ
ひ
だ
に
教
へ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

シ
ェ
リ
ィ
の
「
西
風
の
譜
」「
プ
ロ
ミ
シ
ウ
ス
、
ア
ン
バ
オ
ン
ド
」
ま
た

バ
ア
ン
ズ
の
「
野
菊
に
」「
ね
ず
み
」
な
ど
で
、
こ
と
に
お
好
き
で
長
時

間
を
割
い
て
下
さ
っ
た
の
は
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
の
「
曠
野
（
プ
レ
イ
リ
ー

ス
）」
の
詩
で
し
た
。
何
十
年
を
隔
て
た
今
で
も
、
草
野
を
は
し
る
風
の

音
を
先
生
の
お
聲
の
な
か
に
思
ひ
起
し
ま
す
。
先
生
御
自
身
も
教
師
の
天

職
に
そ
れ
ほ
ど
一
途
で
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
ら
、
詩
人
に
な
つ
て
を
ら
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
詩
人
の
た
ま
し
ひ
を
持
つ
て
を
ら
れ
た
為
に
、
何

時
も
言
葉
ず
く
な
で
、
そ
れ
が
先
生
の
教
室
に
於
け
る
お
言
葉
を
、
誰
の

よ
り
も
単
純
に
力
づ
よ
く
き
こ
え
さ
せ
た
も
の
と
お
も
ひ
ま
す
。
西
洋
風

の
女
子
教
育
熱
が
お
と
ろ
へ
、
女
の
子
は
学
校
を
下
げ
て
、
お
花
や
裁
縫

の
け
い
こ
ば
か
り
さ
せ
る
と
い
ふ
時
代
に
、
さ
う
い
ふ
学
者
は
だ
の
先
生

が
、
校
長
と
し
て
ど
ん
な
に
奮
闘
な
さ
つ
た
か
は
、
そ
の
時
分
の
生
徒
た

ち
が
い
つ
も
思
ひ
出
し
て
、
心
に
お
禮
を
申
す
ば
か
り
で
す
。

東
洋
英
和
の
教
育
水
準
の
高
さ
と
共
に
、
時
代
の
中
で
女
子
教
育
が
難
し
い

局
面
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
戦
後
に
な
っ
て
国
と
社
会

に
対
し
て
懐
疑
的
な
思
い
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
廣
子
の
考
え
の
片
鱗
が
、
こ
の

頃
か
ら
す
で
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

廣
子
は
、
昭
和
十
一
年
頃
か
ら
再
び
『
心
の
花
』
の
歌
を
出
詠
す
る
よ
う
に

な
る
。
十
数
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
の
こ
と
で
あ
る
。
師
の
信
綱
の
熱
心
な
勧

め
が
あ
っ
て
の
復
帰
と
な
っ
た
。『
新
萬
葉
集
』
に
は
、
第
一
歌
集
『
翡
翠
』

の
後
の
歌
も
収
め
ら
れ
、
晩
年
の
第
二
歌
集
『
野
に
住
み
て
』
に
続
い
て
い
く
。

一
部
を
挙
げ
て
み
る
。

『
新
萬
葉
集
』　

第
二
・
五
・
六
・
八　

改
造
社
編　

改
造
社

�

1
9
3
8
・
S
13
・
3
・
27
～
8
・
20
（
20
）

女
ら
は
ほ
そ
き
帯
し
て
物
く
へ
り
あ
ひ
る
の
騒
ぐ
と
な
り
の
家
に

�

（
以
下
二
首
『
翡
翠
』）

一
す
ぢ
の
我
が
落
髪
を
手
に
と
れ
ば
小
蛇
の
ご
と
く
尾
を
ま
き
に
け
り

　
　
人
な
く
な
り
し
の
ち
に

な
ほ
り
な
ば
う
れ
し
か
ら
む
と
君
い
ひ
し
そ
の
細
き
こ
ゑ
夜
も
日
も
き
こ

ゆ子
ら
二
人
わ
れ
と
向
ひ
て
茶
を
の
め
ば
父
か
へ
り
給
ふ
夜
の
ご
と
く
お
も

ふわ
か
き
日
の
さ
び
し
き
を
り
に
祈
り
つ
る
そ
の
神
々
の
と
ほ
く
お
も
は
る

　
　
軽
井
沢
な
る
野
沢
原
に
住
み
て

高
原
は
夜
ぎ
り
に
し
づ
み
わ
が
上
に
星
の
夜
ぞ
ら
の
ち
か
く
よ
り
来
る



─ 16 ─

　
　
信
濃
追
分
に
あ
そ
び
て

板
屋
根
の
ふ
る
び
し
づ
か
な
る
町
な
か
に
た
だ
一
羽
と
ぶ
つ
ば
め
を
見
に

け
り�

（
以
下
、「
七
月
の
」
の
歌
ま
で
は
『
野
に
住
み
て
』）

さ
び
し
さ
の
大
な
る
現
は
れ
の
浅
間
山
さ
や
か
な
り
け
り
け
ふ
の
青
ぞ
ら

の
中
に

　
　
鎌
倉
極
楽
寺
に
て

樹
々
う
も
れ
風
た
ち
さ
わ
ぐ
す
す
き
山
け
も
の
の
通
る
道
を
見
に
け
り

谷
か
こ
む
山
の
樹
す
が
し
わ
れ
や
が
て
こ
こ
に
住
ま
む
と
人
は
い
ひ
し
も

　
　
軽
井
沢
に
あ
り
て

葦
原
の
な
か
の
砂
地
に
た
ち
と
ま
り
人
が
う
し
ろ
か
ら
来
る
や
う
に
お
も

ふわ
が
傘
の
み
一
つ
み
ゆ
る
か
と
こ
こ
ろ
づ
き
葦
原
の
な
か
に
傘
た
た
み
た

り七
月
の
青
き
い
の
ち
は
す
さ
ま
じ
く
馬
越
の
原
に
葦
さ
や
ぐ
な
り

さ
び
し
さ
を
た
の
し
と
お
も
ふ
野
鳥
ら
の
あ
そ
び
か
く
る
る
野
の
な
か
に

わ
れ
は

雨
や
み
て
あ
か
し
や
の
葉
の
つ
ゆ
ふ
か
き
矢
が
崎
橋
を
わ
が
わ
た
る
な
り

と
ん
ぼ
ら
は
砂
地
に
ひ
く
く
飛
び
ゐ
た
り
物
の
影
な
く
曇
る
ま
ひ
る
ま

『
翡
翠
』
の
、
野
に
飛
び
立
ち
た
い
と
夢
想
や
強
い
情
念
を
思
わ
せ
た
歌
に

比
べ
る
と
、
後
の
歌
は
「
野
の
な
か
に
わ
れ
は
」
あ
る
。「
板
屋
根
の
」「
さ
び

し
さ
の
」
な
ど
自
由
律
も
あ
り
、
こ
の
頃
は
、
時
代
的
な
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。

「
け
も
の
の
通
る
道
」
を
見
た
よ
う
な
気
も
す
る
し
、
亡
き
人
が
「
う
し
ろ
か

ら
来
る
や
う
に
」
も
思
え
る
。
作
者
は
現
実
に
立
ち
返
り
「
傘
を
た
た
み
」、

今
の
「
さ
び
し
さ
を
た
の
し
と
お
も
ふ
」
心
境
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
叙
景
歌
に

も
心
象
が
き
っ
ち
り
と
詠
ま
れ
、
く
ど
く
な
く
、
深
み
の
あ
る
し
み
じ
み
と
し

た
情
感
が
伝
わ
る
。
し
か
し
、
時
代
は
戦
争
に
突
入
し
、
終
戦
直
前
に
は
長
男

が
病
死
す
る
。
多
く
の
別
れ
と
自
ら
の
病
な
ど
、
廣
子
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
試

練
を
与
え
ら
れ
る
。

八　

そ
の
他
の
人
と
作
品　

─　
歌
の
変
貌

『
戀
愛
名
歌
集
』
萩
原
朔
太
郎　

選
評　
　
　
　
　

第
一
書
房

�

1
9
3
1
・
S
6
・
5
・
15

『
寫
生
文
集　

帆
立
貝
』
阪
本
四
方
太
・
高
濱
清　

俳
書
堂

�

1
9
0
6
・
M
39
・
3
・
25

『
小
歌
論
』（
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
1
1
0
編
）
斎
藤
茂
吉　

第
一
書
房

�

1
9
4
3
・
S
18
・
12
・
20

『
戀
愛
名
歌
集
』（
21
）
序
言
に
、
萩
原
朔
太
郎
は
「
日
本
語
の
韻
律
は
柔
軟

で
不
規
則
で
あ
り
、
叙
事
詩
の
如
き
が
ッ
し
り
し
た
建
築
的
韻
文
の
構
成
に
適

し
な
い
。（
略
）
萬
葉
集
等
の
歌
は
極
め
て
高
級
な
芸
術
で
あ
り
、
洗
練
さ
れ

た
文
化
的
表
現
を
盡
し
て
居
る
故
、
こ
の
方
の
見
地
で
見
れ
ば
、
或
は
短
詩
形

の
先
端
を
行
く
、
世
界
の
最
も
進
歩
し
た
抒
情
詩
と
も
言
へ
る
で
あ
ろ
う
」
と

述
べ
る
。
柔
軟
で
不
規
則
韻
の
日
本
語
の
特
殊
な
性
質
と
抒
情
性
の
高
さ
を
言

い
、「
構
成
し
得
る
最
上
の
韻
文
で
あ
る
」
短
歌
以
外
の
和
歌
や
新
体
詩
や
自
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由
詩
を
批
判
し
、
西
洋
の
詩
に
も
勝
る
、
歌
の
不
易
を
説
い
て
い
る
。

『
小
歌
論
』（
22
）
の
斎
藤
茂
吉
は
、「
短
歌
道
一
家
言
」
に
「
実
相
に
観
入

し
て
お
の
づ
か
ら
歌
ひ
あ
ぐ
る
の
が
即
ち
歌
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
写
生
』
と
謂

ふ
。『
写
生
』
と
は
実
相
実
相
と
行
く
こ
と
で
あ
る
。
生
は
イ
ノ
チ
の
義
で
あ

る
。（
略
）
写
生
し
た
一
首
が
象
徴
的
に
な
つ
て
ゐ
る
か
、
深
秘
の
境
に
到
達

し
て
ゐ
る
か
、
そ
れ
は
『
写
生
』
を
実
行
し
た
一
首
の
歌
に
つ
い
て
吟
味
す
べ

き
で
あ
っ
て
、
歌
つ
く
り
の
覚
悟
と
し
て
、
は
じ
め
よ
り
、
象
徴
、
深
秘
を
狙

う
の
は
あ
ぶ
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。」
と
の
記
述
が
あ
り
、
廣
子
は
、
第
一

歌
集
『
翡
翠
』
時
代
の
自
ら
の
歌
を
当
て
嵌
め
て
こ
の
く
だ
り
を
読
ん
だ
と
思

わ
れ
る
。

『
あ
る
老
歌
人
の
思
ひ
出
』（
12
）
に
、
佐
佐
木
信
綱
が
「
心
の
花
」
創
刊
以

降
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

翌
三
十
二
年
に
は
、
鶯
蛙
吟
社
の
「
詞
林
」
と
合
同
し
て
、
岡
麓
・
香

取
秀
眞
の
二
君
が
、
編
輯
に
加
は
ら
れ
た
。
か
う
し
た
縁
か
ら
、
第
三
巻

以
後
は
、
竹
の
里
人
や
伊
藤
左
千
夫
君
な
ど
の
論
文
作
品
が
掲
載
せ
ら
れ

る
や
う
に
な
つ
た
。
そ
の
頃
、
石
槫
君
の
同
郷
で
根
岸
派
な
る
森
田
義
郎

君
が
編
輯
を
担
当
さ
れ
た
の
で
、
一
時
は
、
根
岸
色
が
濃
厚
に
な
つ
た
が
、

第
八
巻
か
ら
石
槫
君
一
人
の
編
輯
と
な
つ
た
。
そ
れ
以
来
、
そ
の
歿
せ
ら

れ
る
昭
和
十
七
年
ま
で
、
約
五
十
年
の
間
、
献
身
的
に
実
に
よ
く
尽
く
し

て
く
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

信
綱
は
旧
派
和
歌
の
題
詠
を
離
れ
た
、
自
由
で
個
性
的
な
「
お
の
が
じ
し

に
」
の
考
え
か
ら
、「
写
生
」
を
採
り
い
れ
た
。
そ
の
指
導
を
受
け
る
廣
子
は
、

抒
情
性
と
柔
軟
不
規
則
韻
律
の
歌
の
不
易
を
説
く
萩
原
朔
太
郎
の
『
戀
愛
名
歌

集
』
も
、
写
生
写
実
の
『
寫
生
文
集
』
も
、
実
相
観
入
を
説
く
斎
藤
茂
吉
の

『
小
歌
論
』
を
も
読
み
、
多
様
な
歌
風
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
蔵
書

に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

信
綱
は
更
に
、

深
み
の
あ
る
、
内
容
豊
か
な
美
を
、
和
歌
と
い
ふ
短
詩
型
文
学
の
内
に

見
出
し
て
培
ひ
育
て
た
功
に
お
い
て
、
明
治
の
和
歌
革
新
運
動
は
、
新
古

今
時
代
を
樹
立
し
た
精
神
に
ひ
け
を
と
る
ま
い
と
信
ず
る
。
正
岡
君
の
い

は
れ
た
「
写
生
」
も
、
さ
う
い
う
深
み
に
お
い
て
万
象
の
真
実
の
相
を
偽

は
ら
ず
に
描
き
い
づ
る
こ
と
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。

と
、「
写
生
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
示
す
。
廣
子
の
歌
が
思
索
的
な
心
象
詠

か
ら
、
晩
年
の
自
然
体
を
感
じ
さ
せ
る
生
活
詠
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
上
で
、
信

綱
の
考
え
や
こ
れ
ら
の
蔵
書
か
ら
の
影
響
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
昭
和
二
年
八

月
八
日
付
書
簡
（
山
川
柳
子
宛
）（
23
）
の
中
で
、
廣
子
が
興
味
深
い
こ
と
を

書
い
て
い
る
。

一
昨
年
の
八
月
末
に
わ
た
く
し
は
元
気
の
い
い
芥
川
さ
ん
に
軽
井
沢
で

お
別
れ
し
て
帰
り
ま
し
た
。
九
月
に
東
京
で
ま
た
み
ん
な
に
ぎ
や
か
に
会

い
ま
せ
う
と
お
約
束
し
た
の
が
そ
れ
き
り
の
び
て
し
ま
い
ま
し
た
。
十
一

月
ご
ろ
追
分
の
う
た
の
し
た
が
き
を
お
見
ま
ひ
の
つ
も
り
で
お
送
り
し
ま

し
た
ら
、
あ
な
た
は
ア
ラ
ラ
ギ
が
き
ら
ひ
の
く
せ
に
ア
ラ
ラ
ギ
そ
つ
く
り

で
す
と
ひ
や
か
さ
れ
ま
し
た
。
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大
正
十
三
年
七
月
二
十
八
日
、
軽
井
沢
の
芥
川
か
ら
室
生
犀
星
宛
の
絵
葉
書

（
24
）
に
は
、「
左
団
次
は
こ
と
し
は
来
ね
ど
住
吉
の
松
村
み
ね
子
は
き
の
ふ
来

に
け
り　

二
伸　

ク
チ
ナ
シ
の
句
ウ
マ
イ
ナ
ア
と
思
ひ
ま
し
た
ボ
ク
に
は
と
て

も
出
来
な
い
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
芥
川
は
、
廣
子
が
『
翡
翠
』
の
歌
か
ら

脱
し
て
、
新
し
い
歌
風
を
持
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。

九　

ま
と
め　

─　
「
寄
贈
本
」
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

寄
贈
本
の
中
で
、
廣
子
宛
て
に
献
じ
ら
れ
た
本
か
ら
は
、
芥
川
龍
之
介
、
堀

辰
雄
、
与
謝
野
晶
子
、
佐
佐
木
信
綱
ら
と
の
交
流
関
係
が
見
え
て
く
る
。
ま
た
、

寄
贈
本
か
ら
推
察
で
き
る
大
切
な
点
は
、
廣
子
の
読
書
姿
勢
で
あ
ろ
う
。
何
を

求
め
何
を
学
び
取
ろ
う
と
し
て
い
た
の
か
が
重
要
で
あ
る
。
文
学
ば
か
り
で
な

く
、
生
き
方
を
模
索
す
る
読
書
姿
勢
が
見
え
て
き
た
。
日
本
の
古
典
か
ら
外
国

の
も
の
ま
で
、
好
み
の
も
の
か
ら
相
対
す
る
も
の
ま
で
、
幅
広
い
興
味
と
関
心

で
内
面
世
界
を
深
め
よ
う
と
心
掛
け
て
い
る
。

こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
寄
贈
本
に
含
ま
れ
て
い
な
い
蔵
書
で
あ
る
。
洋
書

の
一
部
は
、
戦
火
か
ら
守
る
た
め
に
長
男
の
家
の
庭
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。「
晶
子
の
歌
集
を
全
部
大
森
の
家
に
置
い
て
来
た
の
で
、
私
の
手
も
と
に

は
遺
稿
の
「
白
櫻
集
」
だ
け
し
か
な
い
」
と
『
燈
火
節
』
に
あ
り
、
歌
集
評
を

書
い
た
柳
原
白
蓮
の
歌
集
『
踏
絵
』
に
し
て
も
、
村
岡
花
子
の
翻
訳
本
も
、
或

い
は
戦
火
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
寄
贈
本
が
廣
子
の
蔵
書
の
総

て
で
は
な
い
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

廣
子
亡
き
あ
と
、
川
田
順
は
『
短
歌
研
究
』（
昭
和
三
十
二
年
五
月
）（
25
）

に
「
理
知
と
狂
熱　

片
山
廣
子
さ
ん
の
こ
と
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。「
表
面
は
静
か
だ
が
、
内
面
は
か
な
り
複
雑
な
女
性
だ
つ
た
と

思
ふ
。（
略
）
長
い
交
際
の
間
に
も
、
口
を
あ
け
て
笑
つ
た
こ
と
は
な
か
つ
た
。

微
か
に
皮
肉
（
？
）
に
笑
ふ
。」「
廣
子
さ
ん
自
身
で
は
自
分
の
生
活
を
〈
理
知

と
狂
熱
の
争
い
〉
と
言
つ
た
さ
う
だ
が
（
略
）
何
事
に
も
、
狂
熱
に
達
す
る
一

歩
手
前
で
自
分
を
反
省
す
る
生
活
と
云
つ
た
方
が
当
つ
て
ゐ
な
い
か
？　

あ
れ

だ
け
の
教
養
と
、
あ
れ
だ
け
の
才
分
を
持
ち
な
が
ら
、
文
学
へ
も
狂
熱
し
た
こ

と
は
な
い
。
短
歌
が
上
手
（
新
し
か
つ
た
）
で
あ
り
な
が
ら
、
没
頭
し
な
か
つ

た
。」
と
書
い
た
後
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
翻
訳
も
忘
れ
た
よ
う
な
顔
で

あ
つ
た
と
あ
る
。「
歌
壇
の
い
や
な
と
こ
ろ
、
文
壇
の
い
や
な
と
こ
ろ
を
知
り

ぬ
い
て
遠
ざ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
そ
れ
も
〈
か
も
し
れ
ぬ
〉
で
本
当
の
こ

と
は
わ
か
ら
な
い
。
佐
佐
木
先
生
へ
も
近
寄
ら
な
か
つ
た
。
そ
れ
も
な
ぜ
だ
か

判
明
し
な
い
。
ど
う
も
底
の
知
れ
ぬ
婦
人
で
あ
つ
た
。」
そ
し
て
、「
波
け
ぶ
る

鮫
津
の
里
の
む
ら
さ
め
に
肩
ぬ
ら
し
ゆ
く
若
き
瞽
女
か
な
」
の
廣
子
の
歌
を
佳

い
作
と
言
う
と
「
人
間
は
結
局
こ
の
瞽
女
の
や
う
な
も
の
で
す
」
と
応
え
た
と

結
ぶ
。
若
い
女
流
歌
人
に
「
こ
わ
い
」
と
感
じ
さ
せ
た
と
い
う
、
廣
子
の
冷
静

な
姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
若
い
歌
人
に
懇
切
丁
寧
に
短
歌
の
歌
評
を
伝
え
た
り
、
金
銭

的
な
面
で
援
助
を
し
た
り
し
て
い
る
。
村
岡
花
子
が
幼
い
長
男
を
疫
痢
で
亡
く

し
た
際
、
原
書
を
渡
し
て
い
た
『
王
子
と
乞
食
』
の
翻
訳
を
勧
め
励
ま
し
た
の

は
廣
子
で
あ
る
。
花
子
た
ち
が
関
東
大
震
災
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
、
印
刷
出
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版
の
会
社
を
再
建
す
る
際
、
多
額
の
資
金
を
用
立
て
る
こ
と
も
し
て
い
る
。
早

逝
し
た
夫
、
芥
川
の
死
、
息
子
と
の
逆
縁
、
身
近
な
人
達
と
の
多
く
の
別
れ
を

持
つ
。
戦
中
、
戦
後
の
時
代
の
生
活
の
厳
し
さ
も
加
わ
り
、
知
と
情
は
「
底
知

れ
ぬ
」
深
さ
を
養
い
、
晩
年
の
短
歌
世
界
を
拓
い
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

久
松
潜
一
は
、『
心
の
花
』「『
野
に
住
み
て
』
を
読
み
て
」（
26
）
に
、

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

平
易
な
詞
と
日
常
的
な
素
材
に
よ
っ
て
淡
々
と
歌
い
こ
な
さ
れ
て
い
る
、

そ
れ
で
ゐ
て
読
ん
で
深
い
感
動
を
覚
え
た
の
は
、
技
術
を
越
え
た
人
間
性

の
深
さ
に
あ
る
と
言
へ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
技
術
と
人
間
性
が
一
に
な
つ

て
し
ま
つ
た
と
も
言
へ
る
。
さ
う
し
て
人
間
性
と
い
ふ
点
か
ら
言
へ
ば
、

感
情
の
鋭
さ
も
抑
え
ら
れ
、
知
性
の
ひ
ら
め
き
も
枯
淡
と
な
つ
て
よ
き
意

味
の
老
境
の
文
学
と
な
つ
て
い
る
。
そ
れ
で
ゐ
て
決
し
て
固
定
し
な
い
み

づ
み
づ
し
さ
が
あ
る
。

歌
人
と
し
て
の
、『
翡
翠
』
か
ら
『
野
に
住
み
て
』
の
歌
集
の
大
き
な
変
化

は
、
①
生
活
者
と
し
て
の
体
験
か
ら
の
、
人
間
的
成
長
。
②
翻
訳
家
と
し
て
、

伝
わ
り
や
す
い
表
現
を
心
掛
け
た
こ
と
。
③
現
実
的
な
生
き
た
言
葉
の
世
界
か

ら
即
興
詩
を
つ
く
り
出
す
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
か
ら
の
影
響
。
④
生
き
方
を

模
索
す
る
幅
広
い
読
書
姿
勢
等
が
あ
ろ
う
。
若
き
日
の
自
由
な
羽
ば
た
き
に
焦

が
れ
る
思
索
的
な
歌
に
、
晩
年
の
「
老
境
の
文
学
」
と
も
い
え
る
透
明
感
あ
る

生
活
詠
に
、
現
代
に
通
じ
る
古
び
な
い
感
性
が
あ
る
。

『
翡
翠
』
大
正
五
年
・
三
十
八
歳

何
と
な
く
眺
む
る
春
の
生
垣
を
鳥
と
び
立
ち
ぬ
野
に
飛
び
に
け
り

い
く
春
か
花
は
散
り
け
む
眼
を
閉
ぢ
て
人
の
掟
て
し
道
を
行
く
間
に

我
が
世
に
も
つ
く
づ
く
あ
き
ぬ
海
賊
の
船
な
ど
来
た
れ
胸
さ
わ
が
し
に

よ
ろ
こ
び
か
の
ぞ
み
か
我
に
ふ
と
来
る
翡
翠
の
羽
の
か
ろ
き
は
ば
た
き

『
野
に
住
み
て
』
昭
和
二
十
九
年
・
七
十
六
歳

待
つ
と
い
ふ
一
つ
の
こ
と
を
教
へ
ら
れ
わ
れ
髪
し
ろ
き
老
に
入
る
な
り

動
物
は
孤
食
す
と
聞
け
り
年
な
が
く
ひ
と
り
住
み
つ
つ
一
人
も
の
を
食
へ

りわ
が
側
に
人
ゐ
る
な
ら
ね
ど
ゐ
る
や
う
に
一
つ
の
り
ん
ご
卓
の
上
に
置
く

寄
贈
書
か
ら
、
表
現
面
で
は
初
期
か
ら
、
写
生
、
写
実
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
個
性
を
尊
重
す
る
「
心
の
花
」
の
歌
風
。
更
に
良
寛
、

老
子
の
と
ら
わ
れ
な
い
精
神
世
界
に
心
惹
か
れ
る
廣
子
。
群
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、

曠
野
に
住
む
こ
と
に
憧
れ
、
自
然
体
を
貫
い
た
歌
人
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

東
洋
英
和
女
学
院
史
料
室
所
蔵
の
「
片
山
廣
子
氏
寄
贈
本
」
百
十
四
冊
を
閲

覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
短
歌
世

界
を
形
作
っ
た
片
山
廣
子
像
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
見
え
て
く
る
。
今
後
の

「
片
山
廣
子
の
短
歌
」
の
研
究
に
更
に
役
立
て
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。
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十　

資
料
（
片
山
廣
子
氏
寄
贈
本
）
東
洋
英
和
女
学
院
史
料
室
だ
よ
り
№
67

東
洋
英
和
女
学
院
所
蔵
「
片
山
廣
子
氏
寄
贈
本
」
一
覧

�

＊
年
数
は
資
料
の
算
用
数
字
の
ま
ま
と
す
る
。

書
名　

著
者
・
編
者
［
訳
者
］　

発
行　

発
行
年
月
日
（
特
記
事
項　

片
山
印
）

現
代
短
歌
全
集

　

第
十
九
巻

平
野
萬
里

（
著
者
代
表
）
改
造
社

1
9
3
1
・
S
6
・
9
・
15

羅
生
門

芥
川
龍
之
介

阿
蘭
陀
書
房

1
9
1
7
・
T
6
・
5
・
13

�

献
辞
入
り
の
名
刺

影
燈
籠

芥
川
龍
之
介　

春
陽
堂

1
9
2
0
・
T
9
・
1
・
28

春
服

芥
川
龍
之
介　

春
陽
堂

1
9
2
3
・
T
12
・
5
・
23

�

（
第
4
版
）

黄
雀
風

芥
川
龍
之
介　

新
潮
社

1
9
2
4
・
T
13
・
7
・
18

�

献
辞
・
署
名
入

百
艸

芥
川
龍
之
介　

新
潮
社

1
9
2
4
・
T
13
・
9
・
17

�
献
辞
・
署
名
入

支
那
游
記

芥
川
龍
之
介　

改
造
社

1
9
2
5
・
T
14
・
11
・
3

梅
・
馬
・
鶯

（
芥
川
龍
之
介
随
筆
集
）
芥
川
龍
之
介　

新
潮
社

1
9
2
6
・
T
15
・
12
・
25

�

献
辞
・
署
名
入

牡
丹
の
あ
る
家

窪
川
稲
子　

中
央
公
論
社

1
9
3
4
・
S
9
・
8
・
3

�

献
辞
・
署
名
入

雉
子
日
記

堀
辰
雄　

河
出
書
房

1
9
4
0
・
S
15
・
7
・
9

晩
夏

堀
辰
雄　

甲
鳥
書
林

1
9
4
1
・
S
16
・
9
．
20

�

献
辞
・
署
名
入

風
立
ち
ぬ

（
堀
辰
雄
作
品
集
第
三
）
堀
辰
雄　

角
川
書
店

1
9
4
6
・
S
21
・
11
・
20

繪
は
が
き

（
堀
辰
雄
小
品
集
）

堀
辰
雄　

角
川
書
店

1
9
4
6
・
S
21
・
7
・
21

�

献
辞
・
署
名
入

美
し
い
村

（
堀
辰
雄
作
品
集
）

堀
辰
雄　

角
川
書
店

1
9
4
8
・
S
23
・
10
・
30

薔
薇

（
堀
辰
雄
小
品
集　

別
冊
）堀
辰
雄　

角
川
書
店

1
9
5
1
・
S
26
・
6
・
15

夢
之
華

與
謝
野
晶
子

金
尾
文
淵
堂

1
9
0
6
・
M
39
・
9
・
5

常
夏

與
謝
野
晶
子　

大
倉
書
店

1
9
0
8
・
M
41
・
7
・
10

青
海
波

與
謝
野
晶
子　

有
朋
館

1
9
1
2
・
M
45
・
1
・
23

歌
集　

太
陽
と
薔
薇

與
謝
野
晶
子　

ア
ル
ス

1
9
2
1
・
T
10
・
1
・
10

�

献
辞
・
署
名
入

白
櫻
集
（
遺
歌
集
）

與
謝
野
晶
子　

改
造
社

1
9
4
2
・
S
17
・
9
・
5

日
本
古
典
全
集
第
二
回　

徒
然
艸

與
謝
野
寛
・
正
京
敦
夫
・

與
謝
野
晶
子
編　

日
本

古
典
全
集
刊
行
会

1
9
2
6
・
S
1
・
12
・
31

グ
ウ
ル
モ
ン
の
言
葉

グ
ウ
ル
モ
ン　

堀
口
大

学
訳　

第
一
書
房

1
9
3
1
・
S
6
・
9
・
17

�

献
辞
・
署
名
入
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ソ
ヴ
ェ
ト
紀
行
修
正

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ト　

小
松
清
訳　

第
一
書
房

1
9
3
7
・
S
12
・
11
・
10

ソ
ヴ
ェ
ト
旅
行
記

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ト　

小
松
清
訳　

第
一
書
房

1
9
3
7
・
S
12
・
3
・
20

定
本　

吉
野
朝
の
悲
歌

川
田
順　

第
一
書
房

1
9
3
9
・
S
14
・
9
・
20

川
田
順
全
歌
集

川
田
順　

中
央
公
論
社

1
9
5
2
・
S
27
・
6
・
10

�

署
名
入

歌
集　

文
人
畫
風

日
夏
耿
之
介　

関
書
院

1
9
4
7
・
S
22
・
8
・
25

�

献
辞
・
署
名
入

あ
る
老
歌
人
の
思
ひ
出

自
伝
と
交
友
の
面
影

佐
佐
木
信
綱

朝
日
新
聞
社

1
9
5
3
・
S
28
・
10
・
25

献
辞
・
署
名
入

随
筆　

新
雪
集

水
原
秋
櫻
子

第
一
書
房

1
9
3
9
・
S
14
・
1
・
25

三
代　

俳
句
鑑
賞　

春
夏
の
巻

水
原
秋
櫻
子

第
一
書
房

1
9
4
2
・
S
17
・
10
・
20

立
山
群
峯

冠
松
次
郎　

第
一
書
房

1
9
2
9
・
S
4
・
6
・
1

�

（
第
2
版
）

黒
部

冠
松
次
郎　

第
一
書
房

1
9
3
0
・
S
5
・
5
・
18

髙
瀬
川

高
倉
輝　

ロ
ゴ
ス
書
院

1
9
3
0
・
S
5
・
11
・
20

編
集
者
の
発
言

池
島
信
平　

暮
し
の
手
帖
社

1
9
5
5
・
S
30
・
2
・
20

八
雲　

第
二
輯

川
端
康
成　

他　

編　

小
山
書
店

1
9
4
3
・
S
18
・
6
・
15

歌
集　

春
の
岬

三
好
達
治　

創
元
社

1
9
3
9
・
S
14
・
4
・
5

（
紅
葉
山
人
遺
稿
）

蕉
門
十
哲
句
選　

他

尾
崎
紅
葉　

選

国
民
書
院

1
9
0
4
・
M
37
・
10
・
21

戀
愛
名
歌
集

萩
原
朔
太
郎　

選
評　

第
一
書
房

1
9
3
1
・
S
6
・
5
・
15

黄
金
杯

J
・
ワ
ッ
サ
ー
マ
ン　

森
林
太
郎
訳　

春
陽
堂

1
9
1
0
・
M
43
・
1
・
1

日
本
藝
能
史
六
講

折
口
信
夫　

三
教
書
院

1
9
4
4
・
S
19
・
3
・
10

石
川
啄
木

（
現
代
叢
書
39
）

兼
常
淸
佐　

三
笠
書
房

1
9
4
3
・
S
18
・
8
・
15

天
皇
歌
集　

み
や
ま
き
り
し
ま　

毎
日
新
聞
社

1
9
5
1
・
S
26
・
11
・
3

寫
生
文
集　

帆
立
貝

阪
本
四
方
太
・
高
濱
清

俳
書
堂

1
9
0
6
・
M
39
・
3
・
25

藤
蔞
冊
子

上
田
秋
成
（
宮
崎
三
昧
校
訂
）

日
吉
丸
書
房

1
9
0
9
・
M
42
・
4
・
8

新
萬
葉
集　

第
二
・
五
・

六
・
八

改
造
社
編　

改
造
社

1
9
3
8
・
S
13
・
3
・
27
～

8
・
20

巴
里
と
東
京

福
島
慶
子

暮
し
の
手
帖
社

1
9
5
1
・
S
26
・
6
・
10
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小
歌
論
（
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書

第
1
1
0
編
）

斎
藤
茂
吉　

第
一
書
房

1
9
4
3
・
S
18
・
12
・
20

有
史
以
前
の
日
本

鳥
居
龍
蔵　

磯
部
甲
陽
堂

1
9
1
8
・
T
7
・
7
・
20

斷
片

ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス　

飯
田

安
訳　

第
一
書
房

1
9
3
1
・
S
6
・
12
・
20

微
生
物
を
追
う
人
々

ポ
ー
ル
・
ド
・
ク
ラ
イ
フ　

秋
元
壽
惠
夫
訳　

第
一
書
房

1
9
4
2
・
S
17
・
4
・
20

近
代
劇
全
集　

全
43
巻

（
欠
本
1
）・
別
巻
1

第
一
書
房

1
9
2
7
・
S
2

～

1
9
3
0
・
S
5

夢
十
夜

夏
目
漱
石　

春
陽
堂

1
9
2
4
・
T
13
・
3
・
15

�

（
第
82
版
）

堤
中
納
言
集

東
京
美
術
書
院

1
9
2
6
・
T
15
・
11
・
25

古
今
倭
歌
集　

巻
第
八

晩
翠
軒

1
9
2
7
・
S
2
・
4
・
8

良
寛
遺
墨
集

安
田
靭
彦

監
修　

第
一
書
房

1
9
2
8
・
S
3
・
11
・
15

老
子
解
説

北
村
佳
逸　

立
命
館
出
版
部

1
9
3
3
・
S
8
・
11
・
20

金
鈴
餘
響

佐
佐
木
信
綱　

編

竹
柏
会

1
9
3
7
・
S
12
・
6
・
13

古
今
和
歌
集　

巻
第
十
七
鳩
居
堂

1
9
4
0
・
S
15
・
9
・
5

市
川
左
団
次

松
居
桃
楼　

編

高
橋
登
美

1
9
4
1
・
S
16
・
2
・
23

尚
古
法
帖　

第
十
八

（
版
本
）

行
成
卿

歌
集　

翡
翠

片
山
廣
子

竹
柏
会
出
版
部

1
9
1
6
・
T
5
・
3
・
2

5
献
辞
・
署
名
入

キ
リ
ス
ト
聖
語
読
本

佐
野
勝
也　

第
一
書
房

1
9
3
7
・
S
12
・
10
・
15

大
地　

第
三
部

パ
ー
ル
バ
ッ
ク

新
居
格
訳　

第
一
書
房

1
9
3
9
・
S
14
・
8
・
10

堀
辰
雄
（
日
本
文
学
ア
ル

バ
ム
4
）

中
村
真
一
郎　

編
集

筑
摩
書
房

1
9
5
4
・
S
29
・
9
・
28

義
眼
殺
人
事
件

S
・
ガ
ー
ド
ナ
ー

砧
一
郎
訳　

早
川
書
房

1
9
5
6
・
S
31
・
2
・
15

赤
毛
館
の
秘
密

（
探
偵
小
説
文
庫
）

A
・
A
・
ミ
ル
ン

大
門
一
男
訳

1
9
5
6
・
S
31
・
4
・
29

�

（
以
上
1
1
4
冊
）

注
・
参
考
資
料

（
1
）
東
洋
英
和
女
学
院
史
料
室
だ
よ
り
№
67　

保
坂
綾
子
「
東
洋
英
和
女
学
院
所

蔵
「
片
山
廣
子
氏
寄
贈
本
」
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
六
・
十
一
・
東
洋
英
和
女

学
院
史
料
室
委
員
会
）
7
～
9
頁

（
2
）
藤
田
福
夫
「
増
補
片
山
廣
子
年
譜
と
明
治
大
正
期
作
品
抄
」（
一
九
七
五
・
十
・

金
沢
大
学
語
学
文
学
研
究
）



片山廣子の短歌
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（
3
）
片
山
廣
子　

松
村
み
ね
子
『
野
に
住
み
て
』
短
歌
集
＋
資
料
編
（
二
〇
〇
六
・

四
・
月
曜
社
）

（
4
）
秋
谷
美
保
子
編
『
片
山
廣
子
全
歌
集
』（
二
〇
一
二
・
四
・
現
代
短
歌
社
）

（
5
）
片
山
廣
子　

随
筆
集
『
燈
火
節
』（
一
九
五
三
・
六
・
暮
し
の
手
帖
社
）

1
3
8
～
1
3
9
頁
、
1
7
0
～
1
7
1
頁

（
6
）『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
一
巻
』「
翡
翠
」（
一
九
七
七
・
七
・
岩
波
書
店
）

1
8
3
頁

（
7
）『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
九
巻
』「
越
び
と
」（
一
九
七
八
・
四
・
岩
波
書
店
）

4
3
7
～
4
4
2
頁

（
8
）
竹
内
清
己
『
堀
辰
雄
─
人
と
文
学
』（
二
〇
〇
四
・
十
二
・
勉
誠
出
版
）
24
頁

（
9
）『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』「
物
語
の
女
」（
一
九
七
七
・
五
・
筑
摩
書
房
）

3
9
7
～
4
2
3
頁

（
10
）
竹
内
清
己
『
堀
辰
雄
と
昭
和
文
学
』（
一
九
九
二
・
六
・
三
弥
井
書
店
）
98
頁

（
11
）
逸
見
久
美
編
『
鉄
幹
晶
子
全
集
21
』「
太
陽
と
薔
薇
」（
二
〇
〇
六
・
七
・
勉

誠
出
版
）
2
頁
、
3
1
2
頁

（
12
）
佐
佐
木
信
綱
『
あ
る
老
歌
人
の
思
ひ
出
』
自
伝
と
交
友
の
面
影
（
一
九
五
三
・

十
・
朝
日
新
聞
社
）
1
0
3
～
1
0
4
頁
、
99
頁
、
41
頁

（
13
）
佐
佐
木
信
綱
『
佐
佐
木
信
綱　

作
歌
八
十
二
年
』（
一
九
九
九
・
十
二
・
日
本

図
書
セ
ン
タ
ー
）
52
頁

（
14
）
内
山
知
成
編
『
定
本
良
寛
全
集
』
第
二
巻
歌
集
（
二
〇
〇
六
・
十
一
・
中
央

公
論
新
社
）
10
～
12
頁

（
15
）
小
川
環
樹
編
『
世
界
の
名
著
』
老
子
と
荘
子
（
一
九
六
八
・
七
・
中
央
公
論
社
）

8
～
9
頁

（
16
）
昭
和
六
年
度　

東
洋
英
和
女
学
校
同
窓
会
会
報
（
一
九
三
一
・
十
二
・
東
洋

英
和
女
学
校
）
1
頁

（
17
）
平
野
萬
里
（
著
者
代
表
）『
現
代
短
歌
全
集　

第
十
九
巻
』（
一
九
三
一
・
九
・

改
造
社
）
4
1
5
～
4
1
6
頁

（
18
）『
短
歌
研
究
』
第
四
巻
第
十
二
号
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
雑
感
」（
一
九
三
七
・

十
二
・
改
造
社
）
／
片
山
廣
子　

松
村
み
ね
子
『
燈
火
節
』
随
筆
＋
小
説
集

（
二
〇
〇
四
・
十
一
・
月
曜
社
）
3
6
9
～
3
7
5
頁

（
19
）
東
洋
英
和
女
学
校
五
十
年
史
（
一
九
三
四
・
十
二
・
東
洋
英
和
女
学
校
）

1
8
2
～
1
8
4
頁

（
20
）
改
造
社
編
『
新
萬
葉
集　

第
二
』（
一
九
三
八
・
三
・
改
造
社
）
2
4
9
～

2
5
2
頁

（
21
）
萩
原
朔
太
郎　

選
評
『
戀
愛
名
歌
集
』（
一
九
三
一
・
五
・
第
一
書
房
）
3
～

8
ペ
ー
ジ

（
22
）
斎
藤
茂
吉
『
小
歌
論
』
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
1
1
0
編
（
一
九
四
三
・
十
二
・

第
一
書
房
）
18
～
20
頁

（
23
）
片
山
廣
子
書
簡
四　

山
川
柳
子
宛
昭
和
二
年
八
月
八
日
（
一
九
九
六
・
二
軽

井
沢
高
原
文
庫
第
三
十
号
）
7
頁

（
24
）『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
十
一
巻
』
書
簡
二
（
一
九
七
八
・
六
・
岩
波
書
店
）

3
2
8
頁

（
25
）
片
山
廣
子　

松
村
み
ね
子
『
野
に
住
み
て
』
短
歌
集
＋
資
料
編　

川
田
順

「
理
知
と
狂
熱　

片
山
廣
子
さ
ん
の
こ
と
」（
二
〇
〇
六
・
四
・
月
曜
社
）

5
6
5
～
5
6
7
頁

（
26
）『
心
の
花
』
第
五
十
九
巻
第
十
号　

久
松
潜
一
「『
野
に
住
み
て
』
を
読
み
て
」

（
一
九
五
四
・
十
・
竹
柏
会
出
版
部
）
6
1
9
頁
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Hiroko Katayama’s Tanka :  
Now Accessible from a Donation  

to Toyo Eiwa Jogakuin

SHIMIZU, Mariko

Hiroko Katayama, a poet with “Kokoro no Hana”, first came to be known under the name 

of “Mineko Matsumura” from her work as a translator of Irish literature. The likes of 

Ougai Mori, Bin Ueda and Kan Kikuchi rated her highly from such work. For a while, 

Hiroko ceased all work as a translator and stopped composing tanka. With the exception 

of her translated works, only two anthologies of her poetry （“Kawasemi” and “No ni 

Sumite”） and one collection of essays （“Toukasetsu”） remain. Hiroko had plenty of 

correspondence with Ryuunosuke Akutagawa, Saisei Murou, Tatsuo Hori, and Sadanji 

Ichikawa. She often tends to be regarded only as Akutagawa’s last lover and his 

inspiration for “Koshibito”, but her own poetry possesses a timeless and introspective 

quality and often isn’t fully understood or appreciated. In March 2014, the archives of 

Toyo Eiwa Jogakuin had the pleasure of making available 114 books that had been 

donated by the family of Hiroko Katayama. The thoughts and personality of Hiroko 

Katayama impart unique qualities to these works, and thanks to this collection, one may 

now have a glimpse at and reflect upon the world formed by her tanka.

Keyword :

Hiroko Katayama　

Tanka　

Toyo Eiwa Jogakuin

Donation　

Translator　

Ryuunosuke Akutagawa


